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ＦＥＩ一般規程 

一般規程の本改訂版公布日以降、同種の内容を網羅するそれ以前に発行された一切の文書（旧版、

公式議事録あるいはブリテン、メモランダム）はこれにとって代わる。 
 

略語リスト 

ＣＡ     馬車競技会 
ＣＡＳ スポーツ仲裁裁判所 
ＣＣ     総合馬術競技会 
ＣＣｈ チルドレン競技会 
ＣＤ     馬場馬術競技会 
ＣＥ     エンデュランス競技会 
ＣＨ     馬術競技会－２種目以上の馬術競技を含む競技会 
ＣＩ     国際競技会 
ＣＩＣ 国際ワンデイ競技会 
ＣＩＭ マイナー国際競技会 
ＣＩＯ    公式国際競技会 
ＣＮ     国内競技会 
ＣＰＥ パラ-エクェストリアン競技会 
ＣＲ レイニング競技会 
ＣＳ     障害馬術競技会 
ＣＶ     軽乗競技会 
ＥＡＤＭＣＲ 馬アンチ・ドーピングおよび薬物規制規程 
ＥＵ ヨーロッパの 
ＦＥＩ    国際馬術連盟 
ＧＲ     一般規程 
ＩＦ 国際連盟 
ＩＯＣ 国際オリンピック委員会 
ＩＰＣ 国際パラリンピック委員会 
Ｊ      ジュニア（例：ＣＣＩ－Ｊ） 
Ｎ．ＡＭ 北米 
ＮＦ     各国の馬術連盟 
ＮＯＣ 各国のオリンピック委員会 
ＯＣ     組織委員会 
Ｍ ワールド（例：ＣＨ-Ｍ） 
Ｐ      ポニーライダー（例：ＣＤＮ-Ｐ） 
Ｖ ベテラン・ライダー 
ＶＲ     獣医規程 
Ｙ      ヤングライダー（例：ＣＳＩＯ-Ｙ） 
Ｗ      ワールドカップ（例：ＣＤＩ-Ｗ、ＣＳＩ-Ｗ） 
 
注記：人物を表現するために使われる男性名称（例えば選手、馬の所有者、審判員、技術代表、役

員、チーム監督、あるいは「彼」とか「彼ら」、「彼らに」と言った代名詞）には、別段の記載が

ない限り女性も含むと解釈すること。 
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一般規程 

緒   言 

第１００条 一般規程とスポーツ規程 
１．一般規程は馬のウェルフェアを最優先としながら、様々なＮＦから参加する個人選手および選

手チームが公正かつ平等な条件のもとで競い合えるよう、定めるものである。 
 
２．一般規程とスポーツ規程は、ＮＦ主催あるいは国際馬術連盟（ＦＥＩ）主催、またはＦＥＩに

代わるものが開催するすべての国際馬術競技会の運営を統括するものである。 
 
３．一般規程は総会の権限において公布される。 
 
４．スポーツ規程は総会の権限において公布されるが、シリーズに関わるスポーツ規程、オリンピ

ック大会の馬術競技に関わるオリンピック大会規程、パラリンピック大会の馬術競技にかかわるパ

ラリンピック大会規程は理事会の権限において公布される。 
 
５．ＦＥＩの追加競技種目として総会への上程を勘案し、この一般規程を適用するには、その活動

が少なくとも地理的区分で４グループに属する３０ヶ国以上のＮＦにて合計１万人以上の選手に

より実践されていなければならない。またトレーニングの上級段階では人馬間の真の協調が不可欠

なものでなければならず、古典馬術の概念を尊重し、ＦＥＩの掲げるスポーツマンシップを具現し、

馬のウェルフェアを十分に重んじるものでなければならない。 
 
６．ＦＥＩ規約、一般規程、スポーツ規程を本規程の第１章に定める国際競技会と／あるいは競技

に適用する。 
 
７．ＮＦの責任： 
７．１ 馬のウェルフェアが最優先であり、決して競技の勝敗または商業的な影響を受けてはなら

ない。 
 
７．２ 国際競技会あるいは国際競技開催に際して、ＮＦに加盟しているすべてのクラブや団体、

そしてすべての組織委員会に一般規程とスポーツ規程を確実に遵守させること。 
 
７．３ 組織委員会に規約、一般規程、スポーツ規程を履行させ、またＦＥＩと当該ＮＦ、組織委

員会の間で合意が得られている場合には賞金の支払いなどについて、これを確実に行うこと。組織

委員会は賞金を確保することなど、金銭的および法的義務の遂行に必要と思われる措置をとらなけ

ればならない。 
 
７．４ 組織委員会に適正な競技会運営を行わせ、ＦＥＩが承認したドラフト実施要項を確実に実

践させること。 
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第１章 競技会と競技 

第１０１条 国内競技会（ＣＮ） 
１．国内競技会（ＣＮ）への参加は国内選手に限定され、その参加資格は各ＮＦ規程に従う。外国人選

手は下記２項と３項、あるいは第１１９条に基づく場合にのみ参加できる。 
 
２．「外国在住選手（第１１９条１１）」以外の外国籍個人選手は、所属ＮＦおよび該当する組織委員

会が属するＮＦから書面による許可がある場合に限り、ＣＮに参加することができる。かかる許可には、

許可される正確な期間を明記しなければならず、また外国籍個人選手が所属するＮＦは、当該選手が適

正なレベルの競技会に参加申込するよう、彼らのレベルを書面にて通知するものとする。 
 
３．「外国在住選手」（第１１９条１１）を除き、ＣＮに出場できる外国人選手数は、状況によりしか

るべき規則に従うことを条件として、各競技種目のスポーツ規程に定める通りとする。しかし１５名を

超える外国人選手、あるいは４ヶ国を超えるＮＦの出場を認めるＣＮについては、以下の条件を伴う国

際競技会（ＣＩ）と見なされる。 
（i） 運営費はスポーツ規程に従い、該当する競技種目とカテゴリーの国際競技会に       

 見合った額とする。 
 （ii）本条項にて国際競技会とみなされた国内競技会成績は、ＦＥＩが事前に書面にて承認していな

い限り、いかなる出場資格やランキング計上にもカウントされることはない。  
   
４．スポーツ規程に別段の記載がない限り、低いレベルでの開催であり、賞金も授与されないか、ある

いは僅かな額である特別振興競技会、ボーダー競技会、ライディング・クラブ競技会については、主催

国ＮＦのＣＮ規定に従い、４ヶ国までのＮＦから選手の参加を得て開催することができる。 
 
５．外国人選手の参加が認められるその他の競技会は、すべてＣＩとして分類されなければならない。 
 
第１０２条 国際競技会（ＣＩ） 
１．国際競技会（ＣＩ） は、該当するテクニカル委員会が定める特別招待規定を含め、ＦＥＩ規約や

一般規程、スポーツ規程に基づいて開催されなければならず、またすべてのＮＦの所属選手を対象とす

る場合がある。 
 
２．ＣＩは本来的には個人選手を対象とする。しかし選手４名以内のチーム構成で国別あるいは他の名

称でのチーム競技を行うこともできるが、これらの競技を「ネーションズカップ」と称することはでき

ない。 
 
３．国際競技会に招待あるいは指名された選手は、すべて所属するＮＦから参加申込を行わなければな

らない。該当するスポーツ規程に従い、また実施要項に指定された要領で所属ＮＦから選考された外国

人選手については、組織委員会はその全員を受け入れなければならない。組織委員会は、その他のいか

なる参加申込も受け付けてはならない。 
 
４．ＣＩの実施要項には、招待を受ける外国人選手と馬の総数を記載しなければならない。 
 
５．ＣＩが開催される地域以外からも選手を招待するよう配慮しなければならない。 
 
６．ＣＩは、授与される賞金額と／あるいは該当するテクニカル委員会が定めて理事会が承認したその

他の基準に基づいて分類される。 
 
 
 
 



 1 3

第１０３条 公式国際競技会（ＣＩＯ） 
１．公式国際競技会（ＣＩＯ）は、各ＮＦが招待を受けて、選考した個人選手と代表チームを派遣

して行う競技会であり、ＦＥＩ規約と一般規程、スポーツ規程に基づいて開催されなければならな

い。 
 
２．ＣＩＯでは該当競技種目のスポーツ規程に従い、個人選手とチームを対象とする公式競技を含

めなければならない。 
 
３．ヨーロッパでは、理事会が別段の判断を行った場合を除き、各ＮＦとも各競技種目につき、シ

ニア対象のＣＩＯを各暦年で１回のみ開催することができる。 
 
４．その他の年齢グループ、およびヨーロッパ以外のシニアを対象とするＣＩＯ開催数は、該当す

るテクニカル委員会の提言に基づく事務総長の特別承認が必要である。 
 
第１０４条 ＦＥＩ選手権大会 
１．ＦＥＩ世界選手権大会： 
１．１ ＦＥＩシニア世界選手権大会はすべてのＮＦを対象として、以下の通り開催することがで

きる： 
１．１．１ 障害馬術競技、馬場馬術競技、総合馬術競技：夏季オリンピック開催年の間の偶数年 
１．１．２ エンデュランス競技、軽乗競技、レイニング競技：各偶数年 
１．１．３ 馬車競技：毎年 
１．１．４ パラ-エクェストリアン競技会：各偶数年 
 
１．２ 該当する競技種目のスポーツ規程に別段の記載がない限り、少なくとも９ヶ国のＮＦが１

回目のホース・インスペクションに参加していなければならない。 
 
１．３ シニア対象のＦＥＩ世界選手権大会は、どの競技種目についても、理事会の承認を受けれ

ば上記のスケジュール以外の年に開催することができる。 
 
１．４ 総会はまた、ＦＥＩ世界馬術選手権大会（ＷＥＧ）のように、前述の馬術競技種目を同一

時期に同一会場で行うＦＥＩ世界選手権大会を開催することができる。 
 
２．ＦＥＩ大陸選手権大会 
２．１ シニア対象： 
２．１．１ どの競技種目においても、シニアを対象とし、所定大陸で認められた範囲内のＮＦも

しくは地域チームを対象とするＦＥＩ大陸選手権大会を奇数年に開催することができる。 
該当種目のスポーツ規程に別段の記載がない限り、１回目のホース・インスペクションには少なく

とも６ヶ国、あるいは６つの地域チームが参加していなければならない。 
 
２．１．２ 北米と南米のＮＦは、夏季オリンピック開催年の翌年にそれぞれ別個にＦＥＩ大陸選

手権大会を開催することができる。中米のＮＦはＦＥＩ北米選手権大会かＦＥＩ南米選手権大会の

何れかに参加することができるが、両方には参加できない。 
 
２．１．３ オリンピック競技種目でシニア対象のＦＥＩオープン大陸選手権大会を、夏期オリン

ピック大会開催年より前の年に行うことができる。 
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北米と南米のＮＦは各々、毎年この種のＦＥＩ選手権大会を開催できる。中米のＮＦは、ＦＥＩ北

米選手権大会かＦＥＩ南米選手権大会の何れかに参加することができるが、両方には参加できない。 
 
２．２ その他のカテゴリーについて： 
ヤングライダー、ジュニア、ポニーライダー、チルドレン対象のＦＥＩ大陸選手権大会は毎年開催

することができる。 
２．２．１ ヨーロッパにおいては少なくとも４ヶ国のＮＦからの代表派遣が必要である。しかし

ヨーロッパ以外では２ヶ国以上から不特定数の地域チームの参加があれば、ＦＥＩ大陸選手権大会

を開催できる。これらのＦＥＩ選手権大会は、スポーツ規程に定められた条件に基づき、国際競技

会（ＣＩ）と合同で開催できる。 
２．２．２ ヤングライダー、ジュニア、ポニーライダー、チルドレン対象のＦＥＩオープン大陸

選手権大会は、エンデュランスと軽乗のＦＥＩオープン大陸選手権大会と共に毎年開催することが

できる。 
２．２．３ 北米と南米のＮＦは各々が毎年この種のＦＥＩ選手権大会を開催できる。中米のＮＦ

は、ＦＥＩ北米選手権大会かＦＥＩ南米選手権大会の何れかに参加することができるが、両方には

参加できない。 
２．２．４ タイトルとこれに相応するメダルは、当該大陸から参加の個人選手とチームへ成績順

に授与しなければならない。 
 
３．ＦＥＩ地域選手権大会 
３．１ ＦＥＩ地域選手権大会（地中海、バルカン、ドナウなど）は、何れの競技種目でも、２ヶ

国以上のＮＦ参加をもって開催できる。 
３．２ ＦＥＩ地域選手権大会は毎年開催することができ、このグループ域外のＮＦも招待をもっ

て参加が可能である。 
３．３ 組織委員会はプログラムを選択でき、スポーツ規程に定められた競技であればいかなる形

式の競技もプログラムに組み入れることができる。。 
 
４．一般条項 
４．１ ＦＥＩ選手権大会への出場が認められるチーム構成と個人選手数は、該当するスポーツ規

程に定める。 
４．２ いかなる状況においても、組織委員会はＦＥＩ選手権大会へ出場資格のある選手やチーム

の参加申込数を制限してはならない。必要と思われる場合は、理事会が参加申込数を制限すること

がある。 
４．３ 参加国非限定の選手権大会については、理事会の承認が必要である。 
 
第１０５条 ＦＥＩの名称をつけた競技会 
１．ＦＥＩの名称をつけた競技会とは、理事会が設定し／あるいは承認したＦＥＩ選手権大会、Ｆ

ＥＩワールドカップTM・シリーズ、ＦＥＩスーパーリーグ・シリーズ、ＦＥＩネーションズカッ

プ・シリーズ、その他の競技会やシリーズ、競技を言う。 
 
２．ＦＥＩの名称をつけた競技会には、常に「ＦＥＩ」の文字を入れなければならない。 
 
第１０６条 ＦＥＩの名称をつけた競技会割当て 
１．割当ては、該当するテクニカル委員会の助言に基づき理事会が決定し、本条項と該当するスポ

ーツ規程、 
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およびＦＥＩとＮＦ／組織委員会間の合意に従って行われることとする。  
 
２．割当て手順： 
２．１ 期限：ＮＦは５月１５日あるいは理事会が決定した別の期日までに申請しなければならない。 
 （i） ＦＥＩ世界馬術選手権大会（ＷＥＧ）：競技会開催予定から５年前 
 （ii） 障害馬術、馬場馬術、総合馬術のシニア対象ＦＥＩ大陸選手権大会、および馬車、エンデュラ

ンス、軽乗、レイニングのＦＥＩ世界選手権大会：競技会開催予定から３年前 
（iii）その他すべてのＦＥＩ選手権大会：競技会開催予定から２年前 
 

２．２ 申請に際して、ＮＦはＦＥＩ競技会の開催を予定している場所とおおよその期日を文書で提出

し、またＦＥＩ規程と義務を遵守することに同意しなければならない。競技会日程はＦＥＩの承認がな

ければ変更できない。 
 
２．３ 馬術競技にとって有益であると理事会が判断して別段の決定をくだした場合を除き、ＮＦに対

して一年間に割当てられるオリンピック競技種目でのシニア対象ＦＥＩ世界選手権大会あるいはＦＥ

Ｉ大陸選手権大会は、一大会のみである。 
 
２．４ 他に相応しい申請がない場合を除き、同一競技種目で同一選手カテゴリーを対象とするＦＥＩ

世界選手権大会あるいはＦＥＩ大陸選手権大会は、同じＮＦに２回連続して割当てられることはない。 
 
２．５ ＦＥＩ地域選手権大会開催の申請書には、参加できるＮＦのリストと招待されるその他のＮＦ、

プログラム案、競技基準を記載すること。 
 
３．期限までに競技会開催申請、あるいは相応な競技会開催申請がなかった場合は、理事会がしかるべ

く割当てを行う。    
 
第１０７条 競 技 
１．スポーツ規程に別段の記載がない限り、すべての競技会において、下記の標準的な選手カテゴリー

を対象とする個別の競技を実施要項に盛り込むことができる： 
１．１ シニア 
１．２ ヤングライダー 
１．３ ジュニア 
１．４ ポニーライダー 
１．５ チルドレン 
１．６ ベテラン 
 
２．スポーツ規程によっては、この他の個別競技を含める場合がある。 
 
３．二つ以上のカテゴリーを対象とした競技では、カテゴリーごとに分けて順位づけを行い、各カテゴ

リーの優勝者を決定することができる。 
 
４．二つ以上のカテゴリーを対象とした競技でも、スターティング・オーダーを決める抽選は１回のみ

とする。 
 
第１０８条 競技の名称 
１．マイナー国際競技会（ＣＩＭ）（付則Ｅを参照）では、競技の名称に国名や国際的に通用する地域

名を入れることはできない。 

その他の国際競技会（ＣＩ）では、該当するＮＦの承認を受けて各々の国名や地方名を１競技の名称に

使用することができる。公式国際競技会(ＣＩＯ）でも、各競技種目で１競技につき同じ条項を適用する。 
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２．競技名、優勝杯名、その他の分類で「世界」という名称、あるいは大陸名、地域名、その他国

名や地方名を使用するには、理事会の承認が必要である。 
 
３．一ヶ国あるいは２ヶ国以上のＮＦ管轄下で行う競技会、もしくは付則Ａに定める一連の競技会

（シリーズ）にその他の名称を使用するには、理事会と関連ＮＦの承認が必要である。 
 
第１０９条 競技会の開催 
１．すべての国際競技会（ＣＩ）、公式国際競技会（ＣＩＯ）、ＦＥＩワールドカップTM・ファイ

ナル、ＦＥＩ選手権大会の実施要項にはＦＥＩ規約、一般規程、スポーツ規程が適用されることを

明記しなければならない。 
 
２．国内規程を適用して国際競技を開催することはできない。 
 
３．ＣＩの開催中に国内規程に準拠した競技を行う場合は、その国内規程適用の競技成績が発表さ

れた後、速やかにＦＥＩスポーツ規程が発効する。（第１３７条２参照） 
 
４．ＦＥＩシリーズの一貫である競技会の申請については、該当するシリーズに関わるスポーツ規

程を適用する。 
 
５．ＦＥＩ事務総長の認可があれば、１競技種目のＣＩＯに同一種目で他のカテゴリーを含めたり、

あるいは他の１競技種目もしくは複数の競技種目のＣＩを含めることができる。例えばＣＳＩＯに

ＣＤＩ、あるいはＣＡＩを組み込むことができる。この場合は実施要項とプログラムに各競技のカ

テゴリーを明記しなければならない。 
 
６．国際競技会の組織委員会は、競技会終了後１週間以内にチームあるいは個人選手が参加したＮ

ＦおよびＦＥＩに対して、成績および表彰対象となった各個人選手とチームに授与された賞金額を

通知しなければならない。 
 
７．すべての国際競技会では（ＣＩＭを除く、付則Ｅを参照）、関係者全員が同一言語を話す場合

を除いて、実施要項や通知、指示の記載や場内アナウンスを自国語に加えて公用語を用いて行わな

ければならない。 
 
８．シニア対象のすべてのＦＥＩ世界選手権大会とＦＥＩ大陸選手権大会では、関係者全員が日常

的に公用語を使用している場合を除き、実施要項と通知、指示を自国語に加えて公用語で記載しな

ければならない。 
 
９．ＦＥＩ世界選手権大会とＦＥＩワールドカップTM・ファイナルにおける場内アナウンスは、す

べて公用語で行わなければならない。 
 
１０．国際競技会の組織委員会は、競技会にて適切な医療や獣医療を提供し、常に応急処置が行え

るよう可能な限り十分な台数の救急車を待機させなければならない。 
 
第１１０条 競技会の実施要項 
１．毎年、カレンダーの承認後、ＦＥＩ本部は該当するＮＦを通して、次年度の承認済み公式カレ

ンダーに記載されているマイナー国際競技会（ＣＩＭ）、国際競技会（ＣＩ）、公式国際競技会（Ｃ

ＩＯ）、ＦＥＩ選手権大会、大会（オリンピック大会を含む）すべての組織委員会宛てに、実施要

項の確認リストを送付する。組織委員会は公用語にて書式に記入し、所属するＮＦへ返送しなけれ

ばならない。ＮＦはＦＥＩ規約、一般規程、スポーツ規程に照らして誤りがないかを確認し、誤り

は訂正した上で、最終許可を得るため遅くとも競技会開催の１６週間前までにＦＥＩ本部へ返送し

なければならない。その後の変更については事務総長に連絡して許可を受けなければならない。変
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更は関連する諸々のＮＦへできるだけ速やかに通知しなければならない。 
 
２．異例の状況下ではチーム監督、主催国ＮＦ代表が臨場している場合は同代表、競技場審判団の

承認を得て、組織委員会が予期せぬ事情や手落ちなどに起因する問題を解消するため、実施要項を

変更することがある。このような変更はできるだけ速やかに選手と役員全員に通知し、外国人審判

員はこれをＦＥＩ事務総長へ報告しなければならない。 
 
３．次のチェック・リストに従い、すべての実施要項には競技会の開催日と開催地、参加申込受付

け期日を記載しなければならない： 
（i） 行われる競技種目 
（ii） 競技プログラム  
（iii） 競技は屋内か屋外のどちらで行われるか 
（iv） アリーナと調教用馬場のタイプと広さ 
（v） 招待選手と馬のカテゴリー、国籍、その他関連事項詳細 
（vi） 利用できる厩舎と宿泊施設 
（vii） 賞金額とその配分 
（viii）国内で適用されている獣医療健康条件と獣医規程 
（ix） 賭けが認められるかどうか 
（x） 行動規範（ＦＥＩ馬スポーツ憲章） 
（xi） 責任の放棄 
（xii） その他関連事項 

 
４．実施要項には、獣医規程に準拠したホース・インスペクションの開始時刻と場所も記載しなけ

ればならい。 
 
第１１１条 貸与馬による競技会 
１．主催国ＮＦが提供する馬を使用して、国際競技を開催することができる。 
 
２．各競技種目とカテゴリーに関わるスポーツ規程、あるいは競技会実施要項を必要に応じて貸与

馬競技会に適用する。 
 
３．馬には通常使用している銜と頭絡を用い、馬の所有者あるいはその代理人からの許可がない限

り競技会開催中に取り替えることはできない。 
 
４．組織委員会が定めた規則に従い、各選手は抽選で決まった馬に１時間づつ２回以上の騎乗を認

められる。 
４．１ 選手と馬が明らかに不釣合いである場合は、競技場審判団の判断で組織委員会がリザーブ

馬に代えることがある。 
 
５．馬の管理責任者は選手であるが、貸与馬の場合は、馬の所有者と／あるいは通常その馬を担当

している者を補助の馬の管理責任者とみなすことがある。 
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第１１２条 公式カレンダー 
１．事務総長が次年度の公式カレンダーを承認する。 
 
２．ＦＥＩ競技会の日程は、割当てが決まり次第、できるだけ速やかに公表しなければならない。 
 
３．国際競技会（ＣＩ）と公式国際競技会（ＣＩＯ）の開催申請は、事務総長が文書にて別の日付

を指定しない限り、遅くとも１０月１日までに事務総長の元へ届くよう送らなければならない。各

競技会につき提示できる期日は一つのみである。 
 
３．１ マイナー国際競技会（ＣＩＭ）に関する申請はできるだけ早期に、遅くとも当該競技会開

催の４週間前までには事務総長へ送付するものとする。 
 
３．２ 事務総長はカレンダー調整のため、申請者から要請された日程について、修正を提示する

ことがある。 
 
４．ハイレベル競技会の開催申請と／あるいは修正が期限を過ぎてから届いた場合、このような申

請と／あるいは修正が受理された場合に影響を受けると思われるＮＦと／あるいは組織委員会に

は意見を述べる機会が与えられ、期日以降の追加や変更に異議がある場合はその理由を説明しなけ

ればならない。異議申し立て理由を評価したうえで、事務総長は期日以降の追加もしくは変更を受

理する場合がある。 
 
５．ＦＥＩ選手権大会と他のハイレベル競技会の開催優先順位は、競技種目ごとにスポーツ規程に

定める。 
 
６．いかなるＮＦあるいは組織委員会も、公式カレンダーに発表されていない国際競技会、もしく

は事務総長の承認を受けていない国際競技会を開催することはできない。 
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第２章 選手と馬の競技参加 

第１１３条 選手と馬の登録 
１．いかなる選手および馬も国際競技会への参加許可を得るには、スポーツ規程に別段の記載がな

い限り、ＦＥＩ登録をしなければならず、また自国ＮＦあるいは必要に応じてホスト国ＮＦへの登

録も必要である（第１１９条「選手の国籍資格」、第５章「馬」も参照のこと）。 
 
２．ＮＦは、所属するすべての選手と馬の登録に責任があり、当該選手が適正なスポーツ国籍を有

していることを確認しなければならない。 
 
３．ＦＥＩ登録を行っていない選手と／あるいは馬は、自動的に失格となる。 
 
第１１４条 馬の個体識別 
１． 組織委員会は競技に出場する各馬に個体識別番号を渡すものとする。 
 
２．この個体識別番号は、競技会期間中を通して当該馬が競技会厩舎から出る時には常時装着して

いなければならない。 
 
第１１５条 招 待 
１．国際競技会（ＣＩ）と公式国際競技会（ＣＩＯ）への個人選手の招待状は、その選手が所属す

るＮＦ宛てに送付しなければならない。組織委員会からの招待状は当該選手の所属するＮＦへ送付

しなければならない。招待状には実施要項のコピーを同封する。組織委員会により個別に招待され

る選手の割合は、該当する競技種目のスポーツ規程に定める。 
 
２．ＣＩＯへの招待状は主催国ＮＦから直接各国のＮＦへ送付するものとし、公式チームを構成す

る選手数と馬の頭数、個人選手の参加受け入れ数を明記しなければならない。 
 
３．ＣＩＯへ招待されるＮＦ数は、ＦＥＩが承認した競技会実施要項と該当する競技種目のスポー

ツ規程に従って制限される場合がある。 
 
４．該当するスポーツ規程に別段の記載がない限り、承認を受けた選手権大会の開催日と開催地の

発表をもって自動的に参加資格のあるすべてのＮＦに対する招待となる。参加する場合は、できる

だけ早急に主催国ＮＦへその意思を伝えなければならない。 
 
５．ＣＩＯ、ＣＩ、シリーズ、ＦＥＩ選手権大会、および大会（オリンピック大会を含む）に参加

する選手全員に、同等の待遇条件が供与されなければならない。すべての選手とその馬に同程度の

宿泊施設を提供できない場合は、その割当てを抽選によって決定しなければならない。 
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第１１６条 参加申込 
１．各競技種目への参加申込は、該当するスポーツ規程に定める通りとする。但し、２種目以上を

開催する選手権大会とＦＥＩ世界馬術選手権大会（ＷＥＧ）については、本条項を適用する。 
 
２．国際競技会に招待あるいは指名された選手については、何れも各々が所属するＮＦから参加申

込を行わなければならない。該当する競技種目のスポーツ規程に従い、かつ実施要項に定める通り

にＮＦが選考した外国人選手について、組織委員会はその全員を受け入れなければならない。組織

委員会はこれ以外の申し込みを受け入れてはならない。 
 
３．ＮＦは、出場資格を得た馬と選手を選考して参加申込を行う責任がある。これには参加申込を

行う競技への参加適性と出場能力がその人馬にあるかという点も含まれる。 
 
４．二種目以上を行う選手権大会とＦＥＩ世界馬術選手権大会（ＷＥＧ）への参加申込は、下記４．

１、４．２、４．３に定める３段階の手順を踏まなければならない： 
４．１ 参加意思申込 
これは遅くとも競技会開始予定の８週間前までに、組織委員会の元へ届かなければならない。参加

意思申込とは、ＮＦが競技会参加のために選手を派遣する明確な意図を有することを意味する。こ

れにはチームだけの派遣か、あるいはチームと個人選手の両方か個人選手だけかを明記しなければ

ならない。 
 
４．２ 指名参加申込 
これは遅くとも競技会開始予定の４週間前までに組織委員会の元へ届くこととし、これには選手名

と馬名のリストを載せ、ＮＦが派遣しようとしている選手数と馬の頭数を明記しなければならない。

尚、確定参加申込と代替人馬の選考はこのリストより行う。指名参加申込での選手数と頭数は、実

施要項に記載された招待数、あるいはスポーツ規程に定める数の２倍までとする。一度、指名参加

申込を送付したならば、ＮＦは指名参加申込に記載した数よりも選手と／馬を減らすことはできる

が、増やして派遣することはできない。指名参加申込を行ったにもかかわらずＮＦとして競技会に

選手を派遣せず、またその理由も組織委員会としては受け入れ難いものである場合は、組織委員会

から事務総長へ報告を行い、ＦＥＩ裁定機関の審議に委ねる。 
 
４．３ 確定参加申込 
これは遅くとも競技会開始の４日前までに組織委員会の元へ届かなければならない。これは競技会

に派遣される最終選考の選手と馬を示すものである。確定参加申込では指名参加申込リストに載せ

た選手数／頭数を超えてはならず、指名参加申込の選手名／馬名リストから選考しなければならな

い。確定参加申込を送付した後の馬と／あるいは選手の交代は、組織委員会の明確な許可があった

場合に限り行うことができる。 
 
５．馬の参加申込書には馬名、品種、性別、年齢、毛色、産地、現在の所属国籍とパスポート番号、

ＦＥＩ登録番号、更に必要に応じて出場資格を記入しなければならない。 
 
６．仮にＮＦが指名参加申込に記載した人数／頭数以上の選手と／あるいは馬を派遣してきた時に

は、たとえスポーツ規程と実施要項でそのような参加を認めている場合であっても、組織委員会と

しては彼らに宿泊施設／厩舎を提供することも、競技会への参加を認める義務もない。 
 
７．競技会において選手は騎乗馬の何れか、あるいは全頭について出場を辞退することはできるが、

事前にこの競技へ参加申込を行っていない馬を組織委員会と競技場審判団の許可なく追加するこ

とはできない。 
 
８．ＮＦは、チームの指名参加申込を行ったものの、そのチーム派遣が不可能となった場合は速や

かに組織委員会へ通知しなければならない。 
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９．何れの競技会においても、ＮＦが確定参加申込を行ったにもかかわらず妥当な理由もなく参加

しなかったチーム、あるいは個人選手については、外国人審判員か技術代表が事務総長へ報告し、

ＦＥＩ裁定機関の審議に委ねる。競技会に参加できなかった理由として、同時期に行われていた他

の競技会への出場は有効と認められない。 
 
１０．ＮＦは２つ以上の組織委員会に、同じ人馬のコンビネーションで確定参加申込をすることは

できない。これに違反した場合、この人馬のコンビネーションは、最終的に参加することとなった

競技会から失格となる。 
 
第１１７条 代表チームと個人選手の選考 
１．各ＮＦは国際競技会へ参加する選手と馬、あるいは自国を代表して公式国際競技会（ＣＩＯ）、

ＦＥＩ選手権大会、ＦＥＩ地域大会、オリンピック大会、パラリンピック大会に参加する選手と馬

の選考に最終的な責任を負う。但し、選手と馬は各競技会について定められた条件に則り、あらゆ

る面で資格要件を満たしているものとする。 
 
２．承認された能力証明書を所持している選手と馬だけが、しかるべきスポーツ規程とオリンピッ

ク規程に従って、ＦＥＩ世界選手権大会とオリンピック大会に参加申込できる（付則Ｃ）。 
 
３．所属するＮＦから正当な認定（ライセンス）を受けている選手だけが国際競技会（ＣＩ）への

参加申込を認められる。 
 
４．ＦＥＩ加盟資格の停止、あるいは除名処分を受けているＮＦに所属する選手は、その停止また

は除名の期間中、いかなる国際競技会あるいは自国以外で行われる国内競技会へ参加申込をするこ

とが認められない。 
 
５．該当する競技種目のスポーツ規程に別段の記載がない限り、選手はいかなる国際競技にも「オ

ープン参加」はできない。 
 
６．選手は自分のライセンスに記載されている氏名以外の名前で国際競技会へ参加申込することは

できない。 
 
第１１８条 馬の管理責任者 
１．馬の管理責任者は一般規程と獣医規程に定められた責任を含め、その馬に対する法的責任を負

い、別段の定めがない限り法務制度（第８章）に従う。 
 
２．規約、一般規程、該当するスポーツ規程の知識を有することは、馬の管理責任者および規約、

一般規程、スポーツ規程の規制対象となるその他すべての者の義務であり、このような知識に欠い

ていたからといって規約、一般規程、スポーツ規程の定める義務を免除されることはない。 
 
３．馬の管理責任者とは、競技会でその馬に騎乗する選手、あるいはその馬を御す選手とするが、

グルームや獣医師などを含む他の支援要員および馬の所有者が競技会に来場しており、また馬に関

して何らかの決定をくだしている場合には、彼らも補助の馬の管理責任者と見なされる。軽乗競技

では調馬索手が補助の馬の管理責任者となる。 
 
４．１８歳未満の選手： 
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４．１ 参加申込を提出した時点で選手が１８歳未満である場合は、その所属するＮＦかチーム監

督が選手の代理人を指名しなければならない。 
 
４．２ 代理人には選手の親、チーム監督、チームコーチ、チーム獣医師、馬の所有者あるいはそ

の他責任を取り得る成人がなることができ、参加申込に際して組織委員会と当該ＮＦへ通

知を行う。 
４．３ 当該ＮＦとチーム監督が代理人を指名できない場合は、選手の親の何れかが代理人と見な

される場合がある。 
 
４．４ マイナー選手（１８歳未満）は馬の管理責任者となる。 
 
４．５ 代理人は、薬物治療への立会いなどを含め、組織委員会や当該ＮＦ、ＦＥＩ役員らとのあ

らゆるやり取りにおいて、１８歳未満の馬管理責任者の代理となることができる。 
 
４．６ 代理人が馬管理責任者の所属するＮＦと異なるＮＦの者である場合、すべての連絡は馬の

管理責任者のＮＦを通して行うものとする。 
 
５．馬の管理責任者は、チーム監督がいる場合には同監督と共に、自分の管理下にある各馬の健康

状態、参加適性、管理に責任を負い、また出場の申告あるいは取り消しを行う責任がある。 
 
６．馬の管理責任者は、自分自身および馬に接することのできる他の人物による、自分の管理下に

ある馬に対する厩舎内でのいかなる行為にも責任を有し、また自分の管理下にある馬への騎乗や馬

車の操作、練習に際しても責任を負う。厩舎の警備態勢が取られていなかったり、それが不十分で

あったとしても、馬の管理責任者はこれらの責任を免れることはできない。 
 
７．何らかの理由により、馬の管理責任者が自分の管理すべき馬の世話ができなくなったり弊害が

生じた場合は、直ちに組織委員会事務局と獣医師代表団に通知しなければならない。 
                          
第１１９条 選手のスポーツ国籍資格 
１．選手が国籍あるいは市民権を有する国のＮＦが、当該選手の所属ＮＦとなる。 
 
２．下記の８項と１２項に定める場合を除き、選手は所属ＮＦの管轄下でのみ国際競技会へ参加で

きる。 
 
３．二ヶ国以上にわたって国籍あるいは市民権を有する選手は、１８歳の段階で、何れを所属ＮＦ

とするかを決定し、それ以降は４項に即してこのＮＦの管轄下にて競技に出場しなければならない。 
 
４．二ヶ国以上にわたって国籍あるいは市民権を有する選手は、何れを所属ＮＦとするか決めなけ

ればならず、そのＮＦを代表して競技に出場するものとする。但し、当該選手がその前年の１２月

３１日までに、このＮＦが属する国の国籍、あるいは市民権を得ていた場合とする。 
 
５．各々の国を代表して競技に出場するには、市民権あるいは国籍の公的証明が必要である。更に

ＦＥＩ選手権大会、ＦＥＩワールドカップTM・シリーズ、ＦＥＩスーパーリーグ・シリーズ、ＦＥ

Ｉネーションズカップ・シリーズへの参加については、以下の条件を適用する：  
（i） 選手は競技出場まで（ａ）継続して２年以上、あるいは（ｂ）断続的に合計５年以上、新

たに国籍を得た国に法的根拠のある住居を有する者でなければならない。 
（ii） 国籍変更の場合、選手は新たに国籍／市民権を得た国の管轄下で参戦したいとする最初の

競技から遡る２年間は、前の所属ＮＦを代表して上述の競技に出場していてはならない。 
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６．特定かつ異例な状況下では、関連するＮＦの合意を得て、ＦＥＩは正当な事例に例外を認める場合

がある。 
 
７．オリンピック大会とパラリンピック大会への参加については、各々オリンピック規程とパラリンピ

ック規程に従う。 
 
８．連合国、州または海外軍管区、地方または植民地が独立した場合、あるいは一国が国境線の変更に

より他国に組み込まれた場合、あるいはＦＥＩが新たにＮＦを承認した場合でも、選手は所属している

国か所属していた国がＮＯＣを存続させている限り、継続してその国を代表することができる。しかし、

当該選手本人の希望により新たなＮＦへの所属を選択することもできる。この選択についてはＦＥＩの

承認が必要であり、変更は１回のみ認められる。 
 
９．選手の国籍変更申請は、新たな所属先であるＮＦを通してＦＥＩ事務総長へ提出しなければならず、

これには変更理由を記載し、国籍変更先の国のパスポートあるいはこれに類する文書にてこれを証明し

なければならない。ＦＥＩは現行のＮＦに対して、国籍変更が申請されている旨を伝えなければならな

い。 
 
１０．ＦＥＩが事前に書面による承認を出した場合に限り、選手は新たな所属ＮＦから競技に出場する

ことができる。 
 
１１．「外国在住選手」は、ホスト国のＮＦから許可を受けるか、あるいは非常に例外的にではあるが

ＦＥＩの特別許可が与えられている場合に、ホスト国のジュニア、ヤングライダー、ポニーライダー対

象の国内競技会（ＣＮ）、マイナー国際競技会（ＣＩＭ）、国際競技会（ＣＩ）に定期的に参加するこ

とができる。当該選手は自国のＮＦに所属しつつも、上記の競技会ではホスト国ＮＦの管轄下に入り、

該当するスポーツ規程に従って参加することが義務づけられる。 
 
１２．「外国在住選手」で国籍を失った者、難民となった者、あるいは自国にＦＥＩメンバーであるＮ

Ｆもしくは以前にメンバーであったＮＦが存在していない場合、同選手は居住国の国民扱いで選手権大

会を含むすべての国際競技会へ出場できる。これは選手の所属国にＦＥＩメンバーのＮＦが設立される

までの措置である。 
 
第１２０条 チーム監督 
１．公式国際競技会（ＣＩＯ）、ＦＥＩ選手権大会、ＦＥＩ地域大会、オリンピック大会あるいはパラ

リンピック大会に３名以上の選手を参加させるＮＦは、チーム監督を任命しなければならない。個人選

手だけを参加申込する場合、あるいは別途にチーム監督を任命しない場合、ＮＦは選手の１名を監督と

して指名しなければならない。 
 
２．国際競技会（ＣＩ）でもチーム監督を任命することが望ましい。 
 
３．チーム監督は、当該競技会に関してチーム監督を対象として開かれるテクニカル・ミーティングに

はすべて出席しなければならない。 
 
４．チーム監督は下記事項について責任を負う： 
４．１ 競技会へ参加申込をした馬の全体管理と健康管理、チーム獣医師とその他公式チーム・メンバ

ーによる獣医規程の遵守。 
４．２ ＣＩＯ、ＦＥＩ選手権大会、ＦＥＩ地域大会、オリンピック大会およびパラリンピック大会に

おける競技、そしてチーム監督が任命されている場合はＣＩでも、その競技に参加申込をした選手と馬

の出場申告と取り消し申告。 
４．３ 選手、特に１８歳未満の選手の全般的な監督、健康管理および行動管理。１８歳未満の選手の

場合、チーム監督は競技会の開催期間全般を通してチームと個人選手双方の行動に責任を有し、チーム
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および個人選手と共に宿泊する義務がある。 
 
４．４ 団体競技に出場する選手と馬の選考結果を組織委員会に通知すること。 
 
５．チーム監督は選考チーム内で選手と馬を交代させることはできるが、当該競技会に参加申込は

していてもチーム・メンバーとして選考されていない個人選手と／あるいは馬を追加したり、正規

メンバーと交代させることはできない。但し、第１２１条３に定める事故あるいは病気の場合を除

く（能力証明書の必要条件がこの変更を妨げない場合とする。ＦＥＩ世界選手権大会、オリンピッ

ク大会を参照）。 
 
６．チーム監督は、１つの競技会で他のいかなる役職にも就くことは認められない。 
 
７．チーム監督あるいはその所属ＮＦは、チーム監督の代理を任命して会議に出席させたり、その

他の役割を担わせることはできるが、この監督代理は別途資格がある場合を除き、第１３１条でチ

ーム監督に付与された権利を行使することはできない。 
 
第１２１条 出場選手の申告 
１．チーム監督は、スポーツ規程に従って組織委員会が定めた時刻までに、公式団体競技への参加

申込と個人選手の氏名申告をしなければならない。 
 
２．公式チームとして認められる選手数／頭数を超えてＮＦが選手および馬を参加申込した場合は、

各競技種目のスポーツ規程に別段の記載がない限り、遅くとも１回目のホース・インスペクション

終了時点までに、公式チームとして選考した人馬をチーム監督が申告しなければならない。 
 
３．団体競技に指名したチーム・メンバーと／あるいは馬に事故、または病気が発生した場合は、

当該競技会に参加申込している個人選手と／あるいは馬と交代させることができる。チーム監督は

遅くとも該当する競技開始の１時間前までに、その旨を発表しなければならない。出場を取り消し

た選手と／あるいは馬は、その競技会において他のいかなる競技にも出場できない。 
 
第１２２条 服装と敬礼 
１．アリーナで競技場審判団の権限下にて行われるすべての競技では、競技場審判団長が特に指示

を与えない限り、礼儀として主任審判員に敬礼しなければならない。国家元首が臨席されている場

合には、組織委員会が競技場審判団長の了承を得て、敬礼は国家元首に対して行うよう出場選手に

指示しなければならず、また貴賓席に特別の来賓がある場合にも同様の処置をとることができる。 
 
２．主任審判員あるいは競技場審判団メンバー１名は、すべての敬礼に対して答礼するものとする。 
 
３．選手は観客の前に出る時には適切な服装を着用していなければならない。 
 
４．色の登録： 
４．１ 各競技種目のスポーツ規程に則った競技で着用するユニフォームの特別色、あるいは部分

的な特別配色は、該当するテクニカル委員会の承認を受ける必要がある。 
 
４．２ ユニフォームの特別色、あるいはその部分的な特別配色のＦＥＩ登録は、ＮＦのみが行う

ことができ、以下の条件で申請者に有利な独占使用権を獲得することができる： 
（i） 登録の申請は年間を通していつでもＦＥＩにて受け付ける。受理された申請はその年から

５年間有効である。 
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 申請の受領日時によって申請の優先順位が決まる。 
（ii） 黒、赤、濃紺、緑のジャケットで襟が同色のものは登録できない。 
（iii） 未登録ではあるが既にＮＦが幅広く使用している色については、１年間使用されていな

い場合を除いて、第三者が登録することはできない。 
（iv） 色彩については、該当する競技種目のスポーツ規程に従わなければならない。 
（v） ５年間の登録色は、登録５年目の１２月３１日までに書面により登録取り消しの申請がな

い限り、自動的に更新される。 
（vi） この規則に従って登録された色は、その登録権を有するＮＦが認めた者だけが   着用

できる。 
 
４．３ 色彩に関わる論争は事務総長へ付託し、その決定が最終となる。 
 
第１２３条 ＩＯＣ後援のオリンピック大会と地域大会、およびＩＰＣ後援のパラリンピック大会 
１．一般規程、オリンピック規程、オリンピック憲章および同付属細則に定める条件を満たした選

手だけが、ＩＯＣ後援のオリンピック大会および地域大会に参加申込できる（付則Ｂを参照）。一

般規程とパラリンピック規程に定める条件を満たした選手だけが、パラリンピック大会に参加申込

できる。 
 
第１２４条 ヤングライダー、ジュニア、ポニーライダー、チルドレンおよびベテラン 
１．相応の年齢に達している選手は、ヤングライダー、ジュニア、ポニーライダーの複数のカテゴ

リーを対象とするＦＥＩ競技およびＦＥＩ選手権大会に参加することができるが、各競技種目につ

いて一暦年の間に出場できるのは、これらＦＥＩ選手権大会のうち１大会のみである。 
 
２．選手は１８歳に達する年の始めからＦＥＩシニア競技および選手権大会に参加することができ

るが、同一競技種目で一暦年に出場できるのはジュニア、ヤングライダー、シニア対象の何れかの

ＦＥＩ選手権大会のみとする。年齢制限に関するこの他の例外については、該当する競技種目のス

ポーツ規程に定める。 
 
３．例外的にテクニカル委員会は理事会の承認を得て、特定の競技会あるいは地域については、定

義に定める年齢を変更する場合がある。 
 
４．ベテラン・ライダーに関する規程は、各競技種目のスポーツ規程に明記されている。 
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第３章 式典、褒賞、経費 

第１２５条 式 典 
１．開会式、表彰式、閉会式については開催地域の習慣に則って行うことができるが、以下に定め

る手順は踏襲しなければならない。 
 
２．ＦＥＩ代表、あるいは代表が不在の場合は競技場審判団長に、すべてのＦＥＩ選手権大会とＦ

ＥＩワールドカップTM・ファイナルについてその開会式、表彰式、閉会式へ臨席するよう要請しな

ければならない。 
 
３．表彰式への参加を要請された選手は全員、競技に出場した馬に騎乗、あるいは馬車にて出席し

なければならない。（オリンピック大会のように）表彰台を使用する場合は、表彰を受ける勝者ら

に下馬するよう依頼する。競技場審判団は安全上の理由から、あるいは馬のウェルフェア擁護のた

めに代替案を承認することができる。 
 
４．ＦＥＩメダルとトロフィーの授与については、組織委員会あるいはスポンサーによる他の賞の

授与に先がけて、ＦＥＩ代表あるいは外国人審判員が行わなければならない。 
 
５．競技会がＦＥＩ後援で開催されていることを、これらの式典の際に、また競技会開催中にアナ

ウンスする機会を設けなければならない。 
 
６．ＦＥＩ選手権大会の表彰式は、競技終了後直ちに行わなければならない。 
 
７．組織委員会は、式典の前やその最中に馬を長く立たせておくような状況を回避しなければなら

ない。 
 
第１２６条 賞  
１．賞金はすべて馬の所有者、馬の借受人、あるいは選手に授与される。賞杯や記念品は、特に馬

の所有者への授与として割当てられていない限り選手に授与される。 
 
２．賞金はすべて厩舎経費、調教および輸送にかかわる費用の一部に充当されるものである。 
 
第１２７条 賞の割り振り 
１．すべての競技において、賞は本条項に基づいて配分しなければならない。 
 
２．第一位の個人選手あるいはチームに授与される賞の価額は、現金または容易に換金できる賞品

の何れの場合でも、当該競技種目のスポーツ規程で別段の記載がない限り、競技全体で提供される

賞金や換金可能な賞品総価額の３分の１を超えてはならない。 
 
３．各競技で授与される賞の数は少なくとも出場選手４名につき１個の割合とし、最低限５個とす

る。 
 
４．賞は上記に規定する通り、競技会でのすべての予選競技についてその全体順位に、あるいは競

技会シリーズを終えた後の全体順位に対して授与しなければならない。 
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５．予選競技シリーズの終了時点、ポイントが累計される競技会の終了時点、または予選競技会シ

リーズの終了時点で、賞金あるいは賞品が全体順位に対して授与されることがあるが、いかなる場

合でも個々のプレリミナリー競技あるいは予選競技／競技会で、本条項に従って既に賞を授与して

いなければならない。 
 
第１２８条 賞金の配分 
１．実施要項に記載されている各競技の賞金総額は、全額を配分しなければならない。 
 
２．賞金は遅くとも競技会の最終競技終了後１０日以内に、チーム監督あるいは入賞馬の所有者、

借受人、選手へ配分しなければならない。但し、彼らが組織委員会に対する金銭的な義務、および

その他すべての義務を果たしていることを条件とする。 
 
３．競技に関して抗議あるいは上訴が出され、競技会期間中に審議が続いている間は、その競技へ

の賞金を配分してはならない。 
 
第１２９条 ＦＥＩメダル 
１．ＦＥＩ選手権大会では、該当する競技種目スポーツ規程に従い、参加した個人選手とチームに

対して成績順にＦＥＩメダルが授与される。 
 
第１３０条 チャレンジカップ 
１．国際競技のチャレンジカップを永久取得するために、同一選手あるいは同一国が特定の回数、

優勝しなければならない場合は、その競技の一般条件を最初の競技から５年間の期限切れまで、あ

るいは最初の条件でカップの永久取得が決定するまでの何れか早い時点まで、変更してはならない。 
 
第１３１条 経 費 
１．チーム監督、チーム獣医師、選手、グルーム、馬、およびその他しかるべき人物の経費につい

ては、各競技種目のスポーツ規程に従うものとする。 
 
２．役員の経費： 
２．１ ＮＦと組織委員会は、一般規程とスポーツ規程に従い、すべての役員の旅費、宿泊費、食

費を負担しなければならない。 
 
２．２ 組織委員会が経費を負担するＦＥＩ任命役員については、組織委員会の合意を得て任命し 
なければならない。 
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第１３２条 特 典                    
１．選手ではないが競技会に来場している馬の所有者は、組織委員会から観客席と待機馬場への通

行証と、厩舎への特別通行証の発行を受ける権利がある。組織委員会は、１頭の馬につき少なくと

も馬の所有者２名まで利用できる通行証を発行しなければならない。しかし厩舎への立ち入りにつ

いては獣医規程を参照のこと。 
 
２．理事会メンバーと名誉理事、常任委員会メンバー、ＦＥＩ名誉バッジの保有者には、ＦＥＩ管

轄下で行われるすべての競技会への無料入場と選手用スタンドへの入場の権利（ＦＥＩと組織委員

会が相応しいとみなす場合は）が与えられる。事務総長はこの特典を受ける資格のある人物全員に

対して、要請に応じ、証明書を発行するものとする。 
 
３．上記の資格証明書を有する者は、できるだけ早い時点に、遅くとも自分の希望する競技会の１

ヶ月前までに、その競技会の組織委員会へ入場券または通行証を申請しなければならない。資格証

明書は申込書とともに提出することが求められ、入場券あるいは通行証と一緒に返送される。 
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第４章 コマーシャルとスポンサーシップ 

第１３３条 コマーシャル権 
１．ＦＥＩ名称とＦＥＩロゴの所有権；ＦＥＩの名称をつけたすべての競技会の名称、ロゴ、競技

開催方式はＦＥＩに利権がある。 
１．１ ＦＥＩは、その所管で開催した競技会および競技に参加した選手と馬の順位成績に基づく

公式国際ランキング・リストを保有する。 
 
１．２ 新型メディア、インターネット、ＴＶを含むあらゆる形態のメディアを通し、また下記２

項と３項に定める条件に準拠した商業目的およびスポンサーシップ目的であっても、ＦＥＩには前

述の所有権を行使する独占権がある。 
 
２．ＦＥＩの名称をつけた競技会については、ＦＥＩと関連するＮＦ、組織委員会との間で「協定」

の合意が必要であり、これはすべてのコマーシャル権行使と、それに伴う収益配分について各々の

権利と義務を定義するものである。 
２．１ 「協定」とは、当該ＮＦと組織委員会による事前の取り決めを認知するものであり、軋轢

などが生じた場合にはその解決の拠り所となる。 
 
２．２ 下記３項の条文に準拠することを前提として、「協定」の基盤となるのは当該ＮＦと組織

委員会に対して認める商業資産のライセンスであり、ＦＥＩ選手権大会あるいは競技会のカテゴリ

ーごとに理事会が事前に定めた金額と見込み収益配分が盛り込まれる。 
 
２．３ ＦＥＩの名称をつけたシリーズと競技が他の競技会の中で行われる場合は、別段の合意が

ない限り、当該ＮＦと組織委員会の事前の協約事項を尊重しつつ、ＦＥＩと関係ＮＦ、組織委員会

の間で協定の合意を求める。 
 
３．協定の条件については、競技会やシリーズ、あるいは競技の最終割り振りを理事会が正式に認

める前にまとめなければならない。コマーシャル権とテレビ放映権の行使については、技術面や競

技面での諸条件を考慮し、馬術競技の振興に寄与するよう配慮しつつ、競技会やシリーズ、あるい

は競技を支障なく確実に実施できるよう交渉する必要がある。 
 
４．ＦＥＩの名称をつけた競技会にタイトル・スポンサーがついている場合は、スポンサー名を該

当する名称と併せて入れることができる。 
 
５．ＦＥＩ選手権大会、ＦＥＩワールドカップTM・ファイナル、ＦＥＩスーパーリーグ・シリーズ、

ＦＥＩネーションズカップ・シリーズについては、そのすべてのポスター、およびすべての実施要

項とプログラムのフロントページにＦＥＩ公式ロゴを使用しなければならない。 
 
６．公式国際競技会（ＣＩＯ）では、すべてのポスター、およびすべての実施要項とプログラムの

フロントページにＦＥＩ公式ロゴを使用しなければならない。 
 
第１３４条 スポンサー付きチーム 
１．スポンサー付きチームがＦＥＩ競技会へ参加するには、該当するスポーツ規程に従い、ＦＥＩ

へ登録しなければならない。 
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第１３５条 選手および馬につける広告と宣伝 
１．ＩＯＣの後援を受けて行われるオリンピック大会（オリンピック大会における馬術競技オリン

ピック規程を参照）と地域大会を除くすべての競技会において、選手は下記の通り衣類や装具のメ

ーカー識別表示（名称と／あるいはロゴ）、あるいはスポンサーのこれに類するものを身につける

ことができる。 
１．１ メーカーの識別表示 
１．１．１ 競技会場内、あるいは表彰式の際に身につけられる衣類や装具メーカーの識別表示は

各々につき１ヶ所とし、表面のサイズは以下の通りとする： 
ａ）衣類や装具では３cm２以内 

 ｂ）馬車の両側とも５０cm２以内 
 
１．１．２ 衣類や装具のメーカーがスポンサーである場合は、本条の１．２項を適用する。 
 
１．２ スポンサーの識別表示 
１．２．１ 競技会場内、あるいは表彰式の際に、表示できる個人スポンサーと／あるいはチーム・

スポンサーの名称と／あるいはロゴは以下の通りのサイズとする： 
ａ）馬車の側面と軽乗用バック・パッドには両側とも４００cm２以内 

 ｂ） 鞍下の側面には両側とも２００cm２以内 
 ｃ）総合馬術競技会の耐久競技とエンデュランス競技会を除き、ジャケットあるい  
   は上着に胸ポケットの高さで１ヶ所のみ８０cm２以内 
 ｄ）障害馬術および馬場馬術競技会では、ジャケットあるいは上着の両側各々に胸ポケットの高

さで８０cm２以内 
ｅ）軽乗用装具には１ヶ所のみ１００cm２以内 

 ｆ）シャツの襟両側に１６ cm ２以内 
 ｇ）総合馬術競技会の耐久競技とエンデュランス競技会にて上着の腕部分に２００ cm ２以内 
 
１．２．１．１ ＦＥＩ選手権大会の組織委員会は、このようなロゴを使用できない旨を実施要項

に記載する場合がある。但し、第１３５条１．２．１に記載された限度内でのチーム・スポンサー

名称とロゴについては例外とする。 
 
１．２．１．２ 公式国際競技会（ＣＩＯ）の組織委員会は、ネーションズカップ・クラスでこの

ようなロゴを使用できない旨を実施要項に記載する場合がある。但し、第１３５条１．２．１に記

載された限度内でのチーム・スポンサー名称とロゴについては例外とする。 
 
１．２．２ 馬車競技会のマラソン区間については、馬車競技のスポーツ規程を参照のこと。 
 
１．２．３ 組織委員会はすべてのＦＥＩ競技会において、競技と／あるいは競技会スポンサーの

名称と／あるいはロゴを競技場運営員らの衣服、選手のゼッケン、および競技区域と表彰式会場で

使用する馬着にも表示できる。選手のゼッケンに付ける名称と／あるいはロゴのサイズは１００

cm２以内とする。 
 
２．いかなる選手、役員、馬、馬車も、競技区域にいる間または演技中に、上記１項に定めるロゴ

以外の広告や宣伝を身につけることはできない。但し、コースを下見する選手は上着の前後であれ

ば４００cm２以内、ヘッドギアでは５０cm２以内でスポンサー・ロゴを表示することができる。 
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３．ＴＶ契約で認められていれば、アリーナの側面と障害に広告を表示することができる。スポン

サー付き障害の規格詳細は、該当する競技種目のスポーツ規程に網羅されている。 
 
４．本条項でいう競技区域とは、選手が審査される場所と馬がホース・インスペクション／獣医検

査を受ける場所すべてを含む。これには待機馬場や総合馬術競技会での「１０分間ボックス」、エ

ンデュランス競技会での獣医関門、馬車競技会での強制休養のための区画は入らない。 
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第５章 馬 

第１３６条 馬の年齢 
１．ＦＥＩ競技会に参加する馬についての年齢制限は、該当するスポーツ規程に定める。 
 
第１３７条 馬のパスポート 
１．外国で行われる国内競技会（ＣＮ）あるいはマイナー国際競技会（ＣＩＭ）（付則Ｅを参照）

の競技に参加申込をする各馬（一般規程の第１３９条２を参照）、また開催地が自国であるか外国

かを問わず国際競技会（ＣＩ）、公式国際競技会（ＣＩＯ）、ＦＥＩ選手権大会、地域大会、オリ

ンピック大会、パラリンピック大会に参加申込をする馬についてはすべて（一般規程の第１４１条

２を参照）、その個体識別の手段として、また所有権を証明する手段として、有効なＦＥＩ公式パ

スポートを携行するか、あるいはＦＥＩ承認のナショナル・パスポートをＦＥＩ認証カードと共に

携行し、ＦＥＩへの登録も必要である。 
 
２．居住国でのＣＮとＣＩＭ（付則Ｅを参照）に参加する馬は、１項に記述したパスポートを携行

する必要はない。このような馬はすべて正当にＦＥＩへ登録されており、個体識別ができなければ

ならず、また主催国と馬の所属国で馬インフルエンザ・ワクチン接種が義務づけられていない場合

を除いて、すべての馬は有効なワクチン接種証明書を携行していなければならない。 
 
３．すべてのＦＥＩパスポートと／あるいはナショナル・パスポートにも馬の所有者氏名、住所、

自筆署名がＮＦに登録されている通りに記載されていなければならない。馬の特徴記述や図示は正

確に記入され、ワクチン接種や薬物検査の記録もすべてＦＥＩパスポートと／あるいはナショナ

ル・パスポートに記載されていなければならない。ＦＥＩパスポートと／あるいはナショナル・パ

スポートを有する馬の名前が変わった場合や、ＦＥＩパスポートと／あるいはナショナル・パスポ

ートの記載事項を変更する場合は、その都度、所属ＮＦがＦＥＩに通知しなければならない。 
 
４．ＮＦはパスポート携行が必要なすべての馬にＦＥＩパスポートとＦＥＩ認証カードを発行する

ことと、ＦＥＩパスポートと／あるいはナショナル・パスポートが獣医規程に定められた通り正し

く記入されていることを確認した上で、ＮＦ印とＮＦ役員の署名によりＦＥＩパスポートと／ある

いはナショナル・パスポートを認証する責任を負う。登録に際して、ＮＦは馬の個体識別ページを

ＦＥＩへ提示しなければならない。競技会における馬の管理責任者は、ＦＥＩパスポートと／ある

いはナショナル・パスポートの記載内容が正確であることと、パスポート査閲時におけるパスポー

トの提示に責任を負う。但し、貸与馬を使用する競技会（第１１１条）では例外であり、この場合

は主催国ＮＦの責任となる。 
 
５．各馬は、本条項の１項に定める通りＦＥＩパスポート１冊と／あるいはナショナル・パスポー

ト１冊とＦＥＩ認証カード、および恒久的なパスポート番号一つを受給することができる。ＮＦは

ＦＥＩパスポートと／あるいはナショナル・パスポートの紛失が確信できた場合、あるいはＦＥＩ

パスポートと／あるいはナショナル・パスポートの何れかの欄が一杯になった場合に、「再発行」

と明記して元のＦＥＩパスポートと同じ番号をつけたＦＥＩパスポートと／あるいはナショナ

ル・パスポートを発行することができる。ＦＥＩパスポートと／あるいはナショナル・パスポート

の再発行については、ＦＥＩへ報告しなければならない（獣医規程を参照）。 
 
６．組織委員会は獣医規程に従い、到着時の獣医検査におけるパスポート査閲で、それぞれの馬が

ＦＥＩパスポートと／あるいはナショナル・パスポート記載の馬に間違いないことを確認できる

よう準備しなければならない。ＦＥＩパスポートと／あるいはナショナル・パスポートに誤解を招

くような記載や不正確な情報があった場合、あるいは馬を明確に識別できないような場合は、ＦＥ

Ｉパスポートと／あるいはナショナル・パスポートと認証カードの番号と馬名を添えて上訴委員 
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長へ報告する必要があり、同委員長は事務総長へ報告しなければならない。 
 
７．ＣＩ、ＣＩＯ、ＦＥＩ選手権大会、地域大会、オリンピック大会にＦＥＩパスポートと／ある

いはナショナル・パスポートと認証カードを携行しないで馬が到着した場合、あるいはＦＥＩパス

ポートあるいはナショナル・パスポートへの記載が不正確だった場合は、上訴委員会（上訴委員会

が設けられていない場合は競技場審判団）からの許可がない限り、その馬の競技出場を認めてはな

らない。例外的な状況においてのみ、ＦＥＩパスポートと／あるいはナショナル・パスポートと認

証カードのない馬の出場が許可されることがある。 
 
８．ＦＥＩ競技会に出場する馬はすべてＦＥＩ登録が必要である。 
 
第１３８条 馬 名 
１．原則としてパスポートに記載される馬の最初の登録名は、所属ＮＦに初めて登録された時のオ

リジナル・ネームとし、この名前は恒久的にパスポートに残さなければならない。 
 
２．最初の登録名が企業名や商品名であってはならない。名前が企業名あるいは商品名であると見

なされる場合は、別の名前を新たに最初の登録名として記載し、恒久的にパスポート中へ残さなけ

ればならない。 
 
３．上記１項と２項に記述した馬名に商業的接頭辞、あるいは接尾辞をつけることはできるが、そ

の場合はパスポート中に記載しなければならない。但し、ＩＯＣ後援の地域大会およびオリンピッ

ク大会では、かかる接頭辞／接尾辞をプログラムに掲載することも、あるいは何らかの方法で使用

することも認められない。 
 
４．新たに別の名前をつけてパスポートに記入した場合、また商業的接頭辞や接尾辞を変更した場

合、当該馬は以後１２ヶ月間、次の要領で新しい名前ないしは接頭辞、接尾辞を使用しなければな

らない： 
 新馬名と／あるいは新接頭辞／新接尾辞の後に「旧」として以前使用の名前／接頭辞／接尾辞を

付ける（獣医規程を参照）。 
 
第１３９条 馬の所有者と借受人 
１．ＮＦは公式パスポートを有する馬の所有者および借受人の登録名簿を保管しなければならない。

馬の所有者の変更および借り受け契約の記録は、ＦＥＩパスポートと／あるいはナショナル・パス

ポートに記載し、当該ＮＦの承認印と役員の署名で認証しなければならない。 
 
２．馬の国籍は、馬の所有者または貸借契約中にある借受人の国籍、あるいは当該馬を所有してい

るか借り受けている企業の登録国籍とする。企業は個人と合資で馬を所有することができる。３項

を参照のこと。 
 
３．一頭またはそれ以上の馬を異なる国籍の所有者が共同で保有する場合、所有者らは最初の参加

申込を行う前に、馬（１頭あるいは複数）が何れの国籍で競技に出るかをＦＥＩへ申告しなければ

ならず、ＦＥＩパスポートと／あるいはナショナル・パスポートにはその国籍の記載が必要である。

当該馬は共同所有が解消されるまで、あるいはその馬が売却されるまでこの国籍を維持しなければ

ならない。その後の国籍変更については、いかなる場合もＦＥＩへ報告する必要がある。 
 
４．オリンピック大会に参加する馬は、大会開催前年の１２月３１日までに、選手と同一国籍の所

有者が所有していなければならない（オリンピック規程を参照）。 
 
５．選手はオリンピック大会を除くすべての競技において、他国籍の人物が所有する馬で参加する

ことができる（第１１８条：馬の管理責任者を参照）。 
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第６章 選手と馬の保護 

第１４０条 選手の保護 
１．競技場審判団は、医事担当役員と協議のうえ、重症あるいは重症になり得る怪我や健康状態の

ため競技継続は不適格である選手について、いつでも競技あるいは競技会全般から外すことができ

る。 
 
第１４１条 馬の保護 
競技会開催期間中に馬が疾病に罹患あるいは負傷した場合、その馬が当該競技あるいはその後の競

技に継続参加できるか否かは、競技場審判団が獣医師代表／獣医師団と協議のうえで決定する 
 
第１４２条 馬に対する虐待行為 
１．いかなる人物も競技会の開催期間中、あるいはその他いかなる時にも馬に虐待行為を行っては

ならない。「虐待行為」とは次に挙げる何れの行為をも含め、またこれに限定することなく、馬に

対して痛みや不必要な不快感を起こさせたり、起こすと思われる行為、あるいは不作為をいう： 
 馬を過度に鞭で打ったり、たたくこと 
 馬に対して何らかの電気ショック装置を使用すること 
 過度に、または執拗に拍車を使用すること 
 銜、あるいはその他の器具で馬の口を突く行為 
 疲労している馬や、跛行している馬、負傷している馬で競技に出場すること 
 馬の「肢たたき」をすること 
 馬体のいかなる部分であれ、神経を過敏にする処置を取ること、あるいは脱感作すること 
 十分な飼料や飲水を与えなかったり、あるいは運動もしない状態で馬を放置すること  
 障害を落下させた時に馬に過剰な痛みを与える装置や器具を使用すること 

 
２．馬への虐待行為を目撃した者は、直ちに抗議書式（第１６３条）にて報告しなければならない。

競技会開催期間中に、あるいは競技会に直接関連して馬への虐待行為を目撃した場合は、抗議（第

１６３条）として役員へ報告するものとする。その他の時期に馬への虐待行為を目撃した場合は、

ＦＥＩ裁定機関へ付託のため抗議（第１６３条）として事務総長へ報告しなければならない。 
 
第１４３条 薬物規制とアンチ・ドーピング 
１．薬物規制とアンチ・ドーピング条項については、世界アンチ・ドーピング規約と併せてヒュー

マン・アスリートを対象とするアンチ・ドーピング規程、そして馬のアンチ・ドーピングと薬物規

制規程に記載されている。 
 
２．馬が禁止物質による処置あるいは治療を受けながら競技会に出場できるか否かは、獣医規程に

定める手順に従い、獣医師代表あるいは獣医師代表団の勧告を受けて競技場審判団長が決定する。 
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第７章 競技会役員 

第１４４条 審判員 
１．審判員とは、競技あるいは競技会を運営管理するために任命された競技場審判団の一員である。

国際競技あるいは競技会の競技場審判団メンバーとして任命される審判員の人数とカテゴリーは、

一般規程と各競技種目のスポーツ規程に定める。 
 
２．審判員には公認国際審判員、国際審判員、国際審判員補の３つのカテゴリーがある。各カテゴ

リーの必要資格条件は、各競技種目のスポーツ規程に定める。 
 
３．各競技種目のスポーツ規程に定める要件に従い、国際審判員および国際審判員補として求めら

れる役割を果たし、任務を遂行できる人物を各ＮＦが初めて推挙する場合は、その氏名と資格、国

籍を事務総長へ送付しなければならない。 
 
４．どのカテゴリーの審判員も７０歳に達した年の末日をもって退任となる。特例として、また該

当するテクニカル委員会の決定により、この年齢制限が延長されることもある。 
 
５．各カテゴリーの審判員は、一般規程あるいは該当するスポーツ規程に定めるレベルよりも上の

職務に就くことはできない。 
 
第１４５条 国際審判員補 
１．ＦＥＩは、各ＮＦから推薦され、該当するテクニカル委員会とともにＦＥＩ本部が承認した国

際審判員補の資格を有する者全員のリストを保管する。 
 
２．国際審判員補の資格条件と任務は、各競技種目のスポーツ規程に定める。 
 
第１４６条 国際審判員 
１．ＦＥＩは関連するＮＦと協議のうえ、該当するテクニカル委員会が任命した国際審判員資格を

有する者のリストを保管する。 
 
２．国際審判員の資格条件と任務は、各競技種目のスポーツ規程に定める。 
 
３．各競技種目のスポーツ規程では、国際競技会のタイプとカテゴリーによって、競技場審判団メ

ンバーあるいは審判長の資格条件を特定する場合がある。 
 
４．該当する競技種目のスポーツ規程に別段の記載がない限り、選手権大会あるいはワールドカッ

プTM・ファイナルの競技場審判団メンバー、あるいはその他国際競技会の競技場審判団長に任命さ

れ得るのは国際審判員のみである。 
 
５．国際審判員は、選手権大会とワールドカップTM・ファイナルの競技場審判団メンバーに、また

その他の国際競技会の競技場審判団長に任命されることがある。 
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第１４７条 公認国際審判員 
１．ＦＥＩは、専門的な実力と経験に基づき、該当するテクニカル委員会の推薦を受けてＦＥＩ本

部が国際審判員リストから選任した公認国際審判員のリストを保管する。 
 
２．各競技種目のスポーツ規程では、ＦＥＩ本部の承認を受けて、指定の競技会では競技場審判団

長を公認国際審判員でなければならないと定める場合がある。 
 
３．各競技種目のスポーツ規程に別段の記載がない限り、２つの公用語の何れかが流暢に話せるこ

とを条件とし、公認国際審判員に限定して、ＦＥＩワールドカップTM・ファイナル、シニア対象の

ＦＥＩ選手権大会、地域大会およびオリンピック大会における競技場審判団長に任命され得る。 
 
第１４８条 外国人審判員 
１．一般規程とスポーツ規程に従い、所定の国際競技と競技会には外国人審判員を任命しなければ

ならない。 
 
２．競技場審判団の審判長あるいはメンバーが競技会開催国以外の国籍である場合は、外国人審判

員とみなされる。妥当と思われる場合は、ＦＥＩ事務総長がこの条項に例外を設けることがある。

該当する競技種目のスポーツ規程によって、この他にも制限が適用される場合もある。 
 
３．外国人審判員は該当する審判員リストの中から選考しなければならない。 
 
４．外国人審判員は、競技の審判に加えて競技会全般の運営について組織委員会へ助言を呈すると

ともに、規約や一般規程、スポーツ規程を解釈し、それらが遵守されるよう監督する権限を有する。

外国人審判員は競技のみならず競技会全体の組織運営について、事務総長に報告書を提出しなけれ

ばならない。 
 
５．技術代表が任命されていない場合は、その競技会における外国人審判員が競技の審判業務以外

にも、競技会の構成や運営に関わるすべてを確認してこれを監督し、事後処理を行うことが求めら

れる。但し、一般規程や特定競技種目のスポーツ規程に制限が設けられている場合を除く。 
 
第１４９条 競技場審判団－任命 
１．競技場審判団は、各競技種目のスポーツ規程に定める通り、しかるべきカテゴリーにある審判

長および所定人数のメンバーで構成する。規約や一般規程、該当するスポーツ規程に別段の記載が

ない限り、競技場審判団はすべての競技における技術審査と、その他決定事項に責任を負う。 
 
２．該当する競技種目のスポーツ規程によって特定の競技会で２名以上の外国人審判員が必要とさ

れる場合を除き、審判長あるいは審判員１名が外国人審判員であれば、競技場審判団を国際審判団

とみなす。 
 
３．マイナー国際競技会（ＣＩＭ）（付則Ｅを参照）では、国際競技場審判団の設置は任意である

が、その他の国際競技会においては必須である。 
 
４．事務総長は例外的にヨーロッパ以外の地域で行う国際競技会（ＣＩ）について、外国人審判員

を任命せずに開催することを認める場合がある。 
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５．本条項あるいは該当するスポーツ規程に別段の記載がない限り、国際競技会における競技場審判団

の審判長とメンバーは、該当するＮＦ／組織委員会により任命される。 
 
６．ＣＩ（Ｗ）と公式国際競技会（ＣＩＯ）の外国人審判員は、テクニカル委員会の協力を得てＦＥＩ

本部が指名し、該当するＮＦ／組織委員会により任命される。 
 
７．ＦＥＩ本部は、テクニカル委員会の協力を得て、以下の競技の競技場審判団長を任命する： 
７．１ ＦＥＩワールドカップ・ファイナル、およびその他ＦＥＩの名称をつけた競技会あるいは競

技； 
７．２ 該当するスポーツ規程に取り決めがない限り、すべての競技種目とカテゴリーのＦＥＩ大陸選

手権大会とＦＥＩ地域選手権大会； 
７．３ 地域大会とオリンピック大会 
 
８．ＦＥＩ本部は、テクニカル委員会の協力を得て、以下の競技の競技場審判団長とメンバーを任命す

る： 
（i）ポニーライダー、ジュニア、ヤングライダー、シニア対象のＦＥＩ大陸馬場馬術選手権大会； 
（ii）地域大会における馬場馬術競技； 
（iii）ＦＥＩ大陸軽乗選手権大会； 
（iv）あらゆる競技種目のＦＥＩ世界選手権大会； 
（v）ＦＥＩワールドカップTM馬場馬術ファイナル 
（vi）オリンピック大会 

 
９．ＦＥＩ本部により任命された役員が大会に参加できない場合は、該当するテクニカル委員会の委員

長の協力を得て、ＦＥＩ本部が代替役員の選考に責任を負う。 
 
１０．審判員としての役職を担う競技会で、審判員は一国のみを代表する性格の職務を果たすことはで

きない。 
１１．競技場審判団の任務は第１５９条に定める。 
 
第１５０条 上訴委員会－任命 
１．該当する競技種目のスポーツ規程に別段の記載がない限り、すべての国際競技会において、委員長

とメンバー２名以上で構成する上訴委員会を任命しなければならない。上訴委員会の設置については、

競技会の主催国ＮＦとの協議が必要である。 
 
２．ワールドカップTM・ファイナル、ＦＥＩ選手権大会、地域大会およびオリンピック大会における上

訴委員会は、「国際上訴委員会」（即ち、委員長あるいはメンバー１名が外国人であること）でなけれ

ばならない。 
 
３．任 命： 
３．１ ＦＥＩ本部は、ＦＥＩ世界馬術選手権大会（ＷＥＧ）とオリンピック大会における上訴委員会

の委員長とメンバー全員を任命する。  
３．２ ＦＥＩ本部はテクニカル委員会の協力を得て、ワールドカップTM・ファイナル、ＦＥＩ選手権

大会、地域大会における上訴委員長を任命する。 
３．３ ＦＥＩ本部はテクニカル委員会の協力を得て、ワールドカップTM・ファイナル、ＦＥＩ選手権

大会、地域大会における上訴委員会メンバーを任命する。  
 
４．上訴委員会の委員長とメンバーは、馬術競技会に精通した人物でなければならない。そのうち少な

くとも１名は国際審判員か国際技術代表であり、他の１名は法律問題に詳しい者とする。人員は下記の

中から選考するものとする： 
４．１ 理事会メンバー； 
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４．2 常任委員会のメンバーかメンバーであった者； 
４．３ ＦＥＩ役員リストの何れかに掲載されている人物、現役または退役審判員、スチュワード、

技術代表、コースデザイナー、イベント獣医師； 
４．4 主催国ＮＦの人物で上記の要件に見合う資格と経験のある者 
 
５．ＦＥＩ本部によって任命された役員が競技会に参加できない場合は、ＦＥＩ本部が該当するテ

クニカル委員会の委員長の協力を得て、代替役員の選考に責任を負う。 
 
６．上訴委員会の責任は第１６０条に定める。 
 
７．マイナー国際競技会（ＣＩＭ）については、ＮＦが上訴委員会を任命する場合がある。 
 
第１５１条 国際コースデザイナー 
１．ＦＥＩは該当するＮＦと協議のうえ、該当する種目のテクニカル委員会が任命した公認国際コ

ースデザイナー、国際コースデザイナー、および国際コースデザイナー補のリストを保管する。 
 
２．公認国際コースデザイナー、国際コースデザイナー、および国際コースデザイナー補として任

命を受けるための資格要件は、該当するスポーツ規程に定める。 
 
３．該当するスポーツ規程に定める必要条件に従い、国際コースデザイナー補として初めて当該種

目のテクニカル委員会による承認を受けるには、各ＮＦとも推薦する人物として６０歳未満であり、

その国の国籍を有する者の氏名と資格を事務総長に送付しなければならない。 
 
４．コースデザイナーは技術代表が任命されている場合は技術代表に、あるいは競技場審判長に対

して、コースのレイアウトと全長測定、すべての障害物の設置に責任を負う。 
 
５．コースデザイナーはコースの準備があらゆる面で完了し、満足し得るものとなった段階で、技

術代表が任命されている場合は技術代表に、あるいは競技場審判長にその旨を報告しなければなら

ない。 
 
６．競技場審判団は、技術代表かコースデザイナーからコース準備完了の報告を受けるまで競技の

開始を命ずることはできない。それ以後は競技場審判団が単独で競技実施に責任を負う。 
 
７．各競技種目のスポーツ規程では、国際競技会のタイプとカテゴリーによってコースデザイナー

の資格条件、および任命権を有する組織を特定する場合がある。 
 
８．下記９項による任命を例外とし、また該当する競技種目のスポーツ規程により別段の記載がな

い限り、国際競技会のコースデザイナーは該当するＮＦ／組織委員会が任命するものとする。 
 
９．ＦＥＩワールドカップTM・ファイナル、ＦＥＩ世界選手権大会およびオリンピック大会のコー

スデザイナーは、ＦＥＩ国際コースデザイナー・リストから選考され、ＦＥＩ理事会と該当するテ

クニカル委員会の同意を得て当該ＮＦ／組織委員会が任命する。 
 
第１５２条 技術代表 
１．ＦＥＩは、該当するテクニカル委員会が当該ＮＦと協議を行って任命した技術代表のリストを

保管する。 
 
２．技術代表に関わる条項は、該当する競技種目のスポーツ規程に明記する。 
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第１５３条 技術代表の任命 
１．下記３項、あるいは該当するスポーツ規程に別段の記載がない限り、国際競技会（ＣＩ）と公

式国際競技会（ＣＩＯ）では必ずしも外国人技術代表を任命しなくてもよいが、組織委員会の要請

があれば外国人審判員が技術代表を務めることもできる。 
 
２．競技会のタイプやカテゴリーに応じた外国人技術代表の任命については、各競技種目のスポー

ツ規程に定める。 
 
３．該当する競技種目のスポーツ規程に別段の記載がない限り、下記の競技会では、ＦＥＩ本部が

テクニカル委員会の協力を得て、適正なＦＥＩリストから選考された外国人技術代表を任命する： 
（i） すべてのＦＥＩワールドカップTM・ファイナル 
（ii） すべてのＦＥＩ選手権大会 

（iii）地域大会およびオリンピック大会での各競技種目 
 
第１５４条 獣医師代表 
１．獣医師代表はＮＦが指名し、獣医規程に従って任命されなければならない。 
 
２．獣医委員会は獣医師の任命を承認し、異なる競技種目における各獣医師の職務経験に応じてク

ラス分けし、イベント獣医師リストとして保管する。 
 
３．ＮＦ／組織委員会は、公式国際競技会（ＣＩＯ）と地域大会、大陸大会の外国人獣医師代表を

任命する。 
 
４．ＦＥＩ本部はテクニカル委員会の合意を得て、すべてのＦＥＩワールドカップTM・ファイナル、

ＦＥＩ選手権大会、オリンピック大会に外国人獣医師代表を任命する。 
 
第１５５条 スチュワード 
１．すべての国際競技会において、その組織委員会はチーフ・スチュワードとその権限下に適正な

人数のスチュワードを任命し、バッジや腕章、ゼッケンなどはっきりと識別できるものを装着させ、

下記３項に記載の区域すべてに自由に出入りできる権限を与えなければならない。 
 
２．組織委員会は、チーフ・スチュワードとスチュワードの任命に関わる管理運営すべてに責任を

有する。 
 
３．競技会の全期間を通じ、厩舎のいかなる場所でも、また練習および調教用馬場、待機馬場、そ

の他組織委員会が管轄するすべての場所において、当該競技会のチーフ・スチュワード、および彼

と共に任務にあたるスチュワードは下記の職務を行う： 
（i）  適切なトレーニングを行う選手を補助する； 
（ii）  選手、グルーム、馬の所有者、その他の者による馬への虐待行為を防止する為、時に応じ

て介入する； 
（iii） 規約、一般規程、スポーツ規程、あるいは共通の行動原則、公平性、皆が共有する標準的

なスポーツマンシップへの違反行為を防止する為に介入する； 
（iv） 薬物規制手順を熟知し、これに助力する。 

 
４．待機馬場が使用されている間は常時、スチュワード１名が任務についていなければならない。  
 
５．いかなる不正行為も、直ちにチーフ・スチュワードが競技場審判団長へ報告しなければならな

い。 
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６．チーフ・スチュワードは、競技会のスチュワード業務全体、および競技会期間中の偶発事件に

ついて報告書を事務総長へ送付することが求められる。当該競技会の技術代表、ＮＦ、組織委員会

へは、この報告書のコピーを送付しなければならない。 
 
７．チーフ・スチュワードは馬術競技、特に任命された競技会の競技種目に経験豊かな者でなけれ

ばならない。同人物は少なくともＦＥＩ公用語の１つを話せなければならない。任命されたチー

フ・スチュワードの氏名は、競技会実施要項とプログラムにて公表する必要がある。 
 
８．ＦＥＩは、各ＮＦからの推薦に基づいて、該当するテクニカル委員会が資格を承認したＦＥＩ

スチュワード全員のリストを保管する。チーフ・スチュワードは該当するＦＥＩスチュワード・リ

ストから選考されなければならない。 
 
９．ＦＥＩスチュワードの資格については各競技種目のスポーツ規程、あるいはＦＥＩスチュワー

ド・マニュアルに定める。 
 
１０．ＮＦはスチュワード業務に関してＦＥＩと連絡を保つため、スチュワード・ジェネラルを任

命しなければならない。ＦＥＩはスチュワード・ジェネラル全員のリストを保管する。 
 
１１．スチュワード・ジェネラルには以下の義務がある： 

（i） スチュワード・ジェネラル対象のＦＥＩセミナーに出席すること； 
（ii） 自国で開催される国際競技会すべてにおいてスチュワード業務を指揮し、監督すること 
 

１２．スチュワードは競技会役員である。 
 
第１５６条 役員の資格と責任 
１．いかなる審判員あるいはその他役員であっても、その人物を任命した団体あるいはＮＦによっ

てリストから削除、解任、あるいは降格されることがある。本条項は競技会の組織委員会に解任権

限を与えるものではない。 
 
２．上記１項に基づく対応については、その提案を理事会へ報告し、承認を受けなければならない。 
 
３．総会において所定任務に選出された人物は、理事会からの提議で通常総会にて解任、あるいは

例外的な状況では特別総会で解任される場合がある。 
 
４．解任あるいは降格が上程されている人物へは、事務総長が書面にて通知しなければならず、ま

たこの人物はその議題が検討される総会か理事会会議の場でこの上程内容に対して口頭と／ある

いは書面で陳述を行うことができる。 
 
５．国際競技会にて、あるいはこれに関与して職務を遂行する役員は全員がＦＥＩを代行する者で

あり、従って任務に関連して誠意をもって行った行動、不作為、決定に対して金銭的、あるいはそ

の他の責任を問われることはない。 
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第８章 法務制度 

第１５７条 序 文 
１．法務制度を以下の通り定める： 
１．１ 規約、一般規程、スポーツ規程に基づいて任命された役員と団体の法的権限と責任； 
１．２ 科罰の範囲； 
１．３ ＦＥＩ管轄下にある個人や団体の行為あるいは行動に対する抗議と報告を行う手順； 
１．４ 規約、一般規程、スポーツ規程に基づいて職務を遂行する個人や団体がくだした決定また

は科罰に対する上訴の手続  
 
２．抗議あるいは上訴に対して判断をくだすにあたり、この任にあたる機関は書面や口頭の類を問

わず入手可能な証拠を検証して、（できれば）当事者全員から聞き取り調査を行い、これに関わる

物証をすべて考察し、いかなる場合も偏りのない公正な決定をくだすよう尽力しなければならない。 
 
第１５８条 利害の抵触 
１．状況から判断して大方の者が利害の競合があると推察するような場合には、利害の抵触が実質

的に存在すると言える。利害の抵触とは、ＦＥＩを代表するか、あるいはＦＥＩに代わってビジネ

スや取引を行うにあたり、客観性に影響を与える可能性があったり、あるいは与えると見なされる

ような、家族（肉親）関係を含む人的関係、職業上の関係、あるいは金銭的関係と定義づけられる。 
 
現実的に可能な限り利害の抵触は避けなければならない。しかしこのような抵触は、役員としての

資格を得るうえで必要な経験や専門性と密接に関係していることがあり、該当するスポーツ規程に

よって利害の抵触と専門性との固有のバランスを統制する必要がある。 
 
第１５９条 競技場審判団－任務 
１．競技場審判団は、競技会開催中もしくはこれに直接関連して発生した事柄について、同審判団

の管轄期間内に提出されたすべての抗議と報告を処理する権限を有する。 
 
２．競技場審判団の管轄期間は１回目のホース・インスペクション開始の１時間前に始まり、各々

の競技種目に応じ、その種目の最終成績発表後３０分までとする。 
 
３．獣医療がからむ特殊な事例であり、上訴委員会が設けられていない場合には、競技会の獣医師

団団長あるいは獣医師代表を顧問の資格で競技場審判団に加わるよう招請しなければならない。 
 
４．役員（ＦＥＩが任命した役員を除く）、馬の所有者、馬の管理責任者、選手、チーム役員に対

して、競技場審判団は以下の科罰を科すことができる： 
４．１ 警告； 
４．２ ２，０００スイスフランまでの罰金－ＦＥＩへ支払うこと； 
４．３ 競技から１頭あるいは複数頭の馬の失格処分； 
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４．４ 制限区域から許可なく馬を退出させた場合、この馬に騎乗する選手は１頭あるいは複数頭

について、それ以降２４時間の競技出場停止処分。問題の馬は自動的に当該競技会の残り

の競技から失格となる； 
４．５ 違反が重大と思われる場合は競技会開催中に即時失格処分とし、上訴委員会（上訴委員会

が設置されていない場合はＦＥＩ裁定機関）へ付託する。 
 
５．決定は書面にて当事者に通達されなければならない。科罰を伴う場合は外国人審判員がこれを

記録しなければならない。 
 
６．以下の場合は競技場審判団のくだした決定に対して上訴はできない： 
６．１ 決定に関わる疑義が競技中における実際の演技観察、あるいは演技に対して与えられる得

点などの場合； 
例（これに限定されるものではないが）：障害落下があったかどうか、馬が不従順であったかどか、

馬が障害を拒止したのか飛越中の障害落下なのか、落馬あるいは人馬転倒か、コンビネーション障

害で馬が巻乗りをしたのか、拒止かあるいは逃避か、走行に要した時間はどうであったか、時間内

に障害を飛越したか、スポーツ規程に基づいて判断した場合に、選手が通過した特定経路は減点対

象となるかどうか。 
６．２ ホース・インスぺクション不合格の場合を含め、獣医学的理由による馬の失権； 
６．３ 科罰が追加されることのない警告の発令； 
６．４ 競技会期間中の即時失格 
 
７．競技場審判団は、以下の場合には上訴委員会へ付託する： 
７．１ 競技場審判団の権限を超えた事例； 
７．２ 競技場審判団の権限内ではあるが、競技場審判団が科すこのとできる科罰以上に厳しいも

のが相応しいと思われる事例； 
７．３ 馬に対する虐待行為であるとの申し立てに関わるものであるが、競技を審査するという観

点から直ちに判断が必要なわけでなく、またその主たる任務は競技の審査であることに鑑

みて、上訴委員会による対応がより適切であると思われる事例 
 
第１６０条 上訴委員会－任務 
１．上訴委員会の委員長とメンバー２名以上は、第１０１条５に定める競技会期間中、即ちその管

轄期間を通していつでも対応できる状況になければならない。競技場審判団に提出された抗議が保

留となっている場合は、この問題に関する競技場審判団の決定が発表されてから１時間が経過する

まで、上訴委員会は対応できる状態になければならず、またその管轄権が及ぶ範囲となる。 
 
２．上訴委員会は以下の事例を扱うものとする： 
２．１ 第１６３条６に定めるものを除く、競技場審判団のくだした決定に対する上訴。この場合

は上訴委員会の決定が最終のものとなる； 
２．２ 上訴委員会に提出された抗議、あるいは競技場審判団から上訴委員会に付託された抗議、

および競技場審判団の権限を超えた事例すべて； 
２．３ 第１３７条５に基づくパスポートの不正行為に関する報告。 
 
３．獣医療に関わる事例で相応と思われる場合は、競技会の獣医師団団長か獣医師代表を顧問の資

格で上訴委員会に加わるよう要請しなければならない。 
 
４．役員、馬の所有者、馬の管理責任者、選手、チーム役員に対して、上訴委員会は以下の科罰を

科すことができる： 
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４．１ 警告； 
４．２ ４，０００スイスフランまでの罰金－ＦＥＩへ支払うこと； 
４．３ 一競技あるいは競技会全体から１頭、あるいは複数頭の馬の失格処分； 
４．４ 制限区域から許可なく馬を退出させた場合、この馬に騎乗する選手は１頭あるいは複数頭

について、それ以降２４時間の競技出場停止処分。問題の馬は自動的に当該競技会の残り

の競技から失格となる； 
４．５ 違反が重大と思われる場合は競技、あるいは競技会全体から１頭もしくは複数頭の馬を即

時失格処分とし、（ＦＥＩ裁定機関への付託のため）事務総長へ委託する。 
 
５．上訴委員会は以下の事例について、ＦＥＩ裁定機関への付託のため事務総長へ報告するものと

する： 
５．１ その権限を超えた事例 
５．２ 上訴委員会の権限内の事例ではあるが、上訴以外の内容であり、上訴委員会が科すことの

できる科罰よりも厳しいものが相応しいと思われる事例 
 
第１６１条 ＦＥＩ裁定機関 
１．ＦＥＩ裁定機関の権限は規約（第３４条を参照）に定める。 
 
２．ＦＥＩ裁定機関は以下の科罰を科すことができる： 
（i）警告 
（ii）２０，０００スイスフランまでの罰金－ＦＥＩへ支払うこと； 
（iii）複数の競技あるいは競技会から１頭、あるいは複数頭の馬の失格処分； 
（iv）団体に対する一定期間の出場停止処分； 
（v）個人と馬に対する一定期間から終身の出場停止処分 

 
第１６２条 スポーツ仲裁裁判所（ＣＡＳ） 
１．スポーツ仲裁裁判所は、ＦＥＩ裁定機関と同等の科罰を科す権限を有する。 
 
２．スポーツ仲裁裁判所は、上訴を付託してきた組織が科すことのできる科罰の範囲内であれば、

第１審で決定した科罰よりも重い科罰を科すことができる。 
 
第１６３条 抗 議 
１．国際競技会に何らかの資格で関与している人物あるいは団体に対して、もしくはＦＥＩの管轄

下にある人物あるいは団体に対して、国際競技会の期間中あるいはこれに関連して、もしくはその

他の時点で発生した場合であっても、規約や一般規程、スポーツ規程の遵守不履行、または共通の

行動原則、公平性あるいは皆が共有する標準的なスポーツマンシップへの違反行為などについて、

抗議を申し立てることができる。 
 
２．抗議はＮＦ会長、役員、チーム監督、また監督不在の場合は競技会出場馬の管理責任者かチー

ム獣医師だけが行える。例外として馬への虐待行為に関わる抗議は、いかなる人物あるいは団体で

も提出することができる。 
 
３．下記７項にある付託事項を含め、競技の開催あるいは運営において規約、一般規程、スポーツ

規程の遵守を怠った場合は、競技場審判団の管轄期間中に同審判団へ抗議を提出しなければならな

い。 
 
 
 
 
 



 4 4

この他の事項に関わる抗議は上訴委員会の管轄期間中に同委員会へ、また上訴委員会が設けられて

いない場合は競技場審判団へ提出しなければならない。 
 
４．国際競技会開催中もしくはこれに直接関連して発生したのではなく、もしくは競技会終了後ま

で判明しなかった事柄に関する抗議は、事務総長宛へ報告し、これにはＦＥＩ裁定機関が対応する

ものとする。事例が競技会への移動中、あるいは検疫やトレーニング、環境順応期間中を含めて到

着後に起きた場合は競技会に直接関連して発生したものと見なす。 
 
５．ＦＥＩ裁定機関へ付託のために事務総長宛てに提出する抗議は、当該競技会終了後、１４日以

内に事務総長の元へ届かなければならない。 
 
６．抗議は書面で準備し、抗議申し立て資格のある人物が署名し、場合によってはその抗議の裏付

けとなる証拠と証人の氏名と共に必要な保証金を添えて、自ら競技場審判団長あるいは上訴委員長

へ提出するか、あるいは事務総長へ送付しなければならない。 
 
７．これに相反するいかなる条項があったとしても、以下の事柄に対する抗議は競技場審判団宛て

に、次の制限時間内にのみ行うことができ、これらに対する競技場審判団の判断を踏まえなければ

上訴委員会へ上訴する権利はない： 
７．１ 選手あるいは馬の出場資格、あるいはアリーナの馬場状態に関する抗議：当該競技開始の

３０分前まで； 
７．２ 障害馬術競技、あるいは馬車競技の障害区間における障害、コース・プラン、コース全長

に関する抗議：競技開始の１５分前まで； 
７．３ 総合馬術競技会におけるスティープルチェイスやクロスカントリー障害、あるいはコース、

また馬車競技会におけるマラソン・コースや障害、またエンデュランス競技のコースに関

する抗議：当該競技が行われる前日の午後６：００まで； 
７．４ 競技中の不正行為や偶発事例、あるいは競技成績に関わる抗議：競技成績の発表後３０分

まで 
 
８．これに相反する事柄であっても、事務総長が自ら単独の裁量で判断は正当だとする特別な状況

下では、いかなる人物あるいは団体による、いかなる人物あるいは団体に対する抗議、もしくは自

ら主導して提出した抗議を、時を選ばずいかなる事柄であっても保証金なしでＦＥＩ裁定機関へ付

託することができる。 
 
９．抗議を行う人物は、できれば事例の証人を立てると共に他の形態の証拠を確保し、抗議の提出

先団体へ証人の同行を願うか、あるいは証人の氏名と住所を記載して正式に署名を受けた証人によ

る陳述書を準備しなければならない。 
 
１０．外国人審判員、技術代表、獣医師代表、および外国人獣医師代表は、抗議の要因となったあ

らゆる行為、あるいは義務不履行を事務総長へ報告しなければならない（保証金なし）。 
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第１６４条 報 告 
１．一般規程と適用されるスポーツ規程に従い、役員は競技会終了後に事務総長へ報告書を送付す

ることが求められる。抗議の要因となった事柄もこの報告書に記載しなければならない。 
 
第１６５条 上 訴 
１．正当な利害を有する人物あるいは団体であれば、規約および一般規程、スポーツ規程に基づい

て権限を与えられた人物あるいは団体がくだした決定に対して、上訴することができる。但し、容

認されるものには制限がある（下記２項を参照のこと）： 
１．１ 競技場審判団がくだした決定に対する上訴については、上訴委員会（上訴委員会が設けら

れていない場合はＦＥＩ裁定機関）へ  
１．２ 上訴委員会による決定、あるいはＦＥＩ裁定機関のメンバー１名による決定に対する上訴

については、事務総長を通してＦＥＩ裁定機関へ 
１．３ ＦＥＩ裁定機関による決定に対する上訴については、スポーツ仲裁裁判所へ。このような

上訴を行う人物あるいは団体は、事務総長へこの旨を通知し、上訴文書のコピーを提出し

なければならない。 
 
２．以下の事柄に対する上訴は認められない： 
２．１ 第１５９条６．１～４に網羅された事例（あるいは上訴委員会が設けられていない場合に

アリーナや障害、コースに関わる事例）における競技場審判団の決定； 
２．２ 競技場審判団が出した決定に対する上訴について、上訴委員会がくだした決定； 
２．３ 上訴委員会が設けられていない場合で、競技場審判団が出した決定に対する上訴について

ＦＥＩ裁定機関がくだした決定 
 
３．上訴委員会への上訴は文書で準備し、これに署名して、裏付け証拠書類を添付するか、あるい

は１名または複数の証人を伴って、競技場審判団の決定が出された後１時間以内に行わなければな

らない。 
 
４．上訴委員会が設けられていない場合、ＦＥＩ裁定機関への上訴は文書で準備し、これに署名し

て、裏付け証拠書類を添付するか、あるいは１名または複数の証人を伴って、競技会終了後１４日

以内に事務総長へ提出、あるいは出向かなければならない。選手に関わる内容の上訴権は、選手あ

るいは馬の能力資格の問題、およびスポーツ規程の解釈にからむ問題に限定される。 
 
５．ＦＥＩ裁定機関への上訴は事務総長宛てに送るものとするが、上訴者本人またはその委任を受

けた代理人が署名し、裏付け証拠書類を添付するか、あるいは１名または複数の証人を指定の公聴

会に伴うこととし、またこの上訴は先の決定事項通知が事務総長から送付された日より３０日以内

に事務総長の元へ届かなければならない。 
 
６．１ スポーツ仲裁裁判所（ＣＡＳ）への上訴は裏付け証拠書類を伴い、ＣＡＳスポーツ関連仲

裁規約に定める手順に従って、スポーツ仲裁裁判所事務局へ送付しなければならない。 
６．１ ６．２ この上訴は、ＦＥＩ裁定機関による決定について、この事例に関わる馬の管理責

任者の属するＮＦが事務総長より通知を受けた日より３０日以内に、スポー   ツ仲裁

裁判所へ届くよう送ること。 
６．３ 上訴の陳述書のコピーは事務総長へも同時に送付するものとする。 
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６．４ 上記に示した期限以降にスポーツ仲裁裁判所の元へ届いた上訴については、検討の対象と

ならない。 
 
７．新たな証拠を上訴で提示することはできない。但し、相当の努力を払っても第一審前の公聴会

までにこの新たな証拠を得ることが不可能であったと示された場合を除く。 
 
第１６６条 保証金 
１．競技場審判団あるいは上訴委員会に対する抗議と上訴には、ＦＥＩに対して１５０スイスフラ

ン相当の保証金を添えなければならない。 
 
２．ＦＥＩ裁定機関への抗議と上訴には、ＦＥＩに対して５００スイスフラン相当の保証金を添え

なければならない。 
 
３．馬への虐待行為にかかわる抗議については保証金を添える必要はない。 
 
４．スポーツ仲裁裁判所（ＣＡＳ）への抗議と上訴には、ＣＡＳスポーツ関連仲裁規約に準拠し、

スポーツ仲裁裁判所に対して５００スイスフラン相当の保証金を添えなければならない。 
 
第１６７条 抗議、上訴、および科罰の記録 
１．外国人審判員（総合馬術競技会の場合は技術代表）は事務総長への報告書の中で、競技場審判

団が受け付けたすべての報告と抗議について記載するとともに、他の関連事項も含めてこれらに対

して競技場審判団がくだした決定と科罰について記載しなければならない。 
 
２．上訴委員長は、上訴委員会が受け付けたすべての抗議、報告、上訴について事務総長へ報告す

るとともに、他の関連事項も含めてこれらに対して上訴委員会がくだした決定と科罰について報告

しなければならない。 
 
３．事務総長は以下について責任を負う： 
（i） イエロー警告カード発行の記録とこれに伴う出場停止の通知； 
（ii） ＦＥＩ裁定機関の議事録とスポーツ仲裁裁判所の決定についての記録； 
（iii） 上記機関の決定とその発効日を当事者に通知すること； 
（iv） 公表に値すると考える決定事項、あるいは公表すべき決定事項すべてについて発表する

こと 
（v） 競技会役員からの報告書の処理 

 
第１６８条 決定の発効日 
１．上訴が認められない決定事項については直ちに発効し、当事者あるいは団体にできるだけ速や

かに通知しなければならない。 
 
２．当事者／団体が正式に上訴権を放棄した決定については、決定内容の通知を受けた後にかかる

権利放棄が行われた場合に限り、権利放棄の通知がＦＥＩへ届いた日付をもって発効となる。 
 
３．競技場審判団および上訴委員会がくだした決定で上訴の対象となるものについては、上訴申し

立て期限が切れた時点、あるいは当事者が上訴権を公式に放棄した時点から発効となる。 
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４．上訴権はあるものの、ＦＥＩ裁定機関が第１審でくだした決定、あるいはＦＥＩ裁定機関かス

ポーツ仲裁裁判所がくだした第２審もしくは最終審での決定は、当事者と関連団体に書面で通知さ

れた日、あるいはＦＥＩ裁定機関かスポーツ仲裁裁判所が別途定めた日から発効となる場合がある。 
 
５．上訴委員会が第２審あるいは最終審でくだした決定は、当事者あるいは関連団体に通知された

日から発効となる。 
 
第１６９条 科 罰 
１．適正な科罰を科すよう、決定をくだす際には以下の要因とともに、これに関連する他の要因も

考慮するべきである： 
１．１ 行為あるいは義務不履行が、その違反者か選手に不公平な利益をもたらしたかどうか； 
１．２ 行為あるいは義務不履行が、他の人物あるいはこれに関わる団体に物的損害を与えたかど

うか； 
１．３ 行為あるいは義務不履行が、馬への虐待行為に関わるものであったかどうか； 
１．４ 行為あるいは義務不履行が、このスポーツに関わる人物の尊厳、あるいは誠実さを傷つけ

るものであったかどうか； 
１．５ 行為あるいは義務不履行が、詐欺や暴力、虐待、あるいはこれに類する犯罪行為に関わる

ものであったかどうか； 
１．６ 行為あるいは義務不履行が、故意であったと見なされたかどうか。 
 
２．意図的ではなく、また重大な結果に至らなかった些少な侵犯や違反行為の場合は、口頭または

書面による警告を課すことが適切である。 
 
３．特に違反者が注意を怠ったような事例では罰金を科すことが適切である。 
 
４．規約、一般規程あるいはスポーツ規程に明記されている場合、あるいは迅速な処置が必要な状

況では失格処分が適切である。 
４．１ 競技からの失格とは、馬の所有者が変わった場合でも当該選手とその騎乗馬１頭、あるい

は複数頭が出場リストと順位から除外され、その競技で獲得した賞金が没収されることを意味する。 
 
４．２ 競技会からの失格とは、馬の所有者が変わった場合でも当該選手とその騎乗馬１頭、ある

いは複数頭が当該競技会で残りの競技への参加が禁じられることを意味し、（４．１項に示す規定

に加えて）規約、一般規程、あるいはスポーツ規程に定める場合には当該競技会でそれ以前の競技

において獲得した賞金の没収も含まれる。 
 
５．意図的あるいは甚だしい不注意による諸規則の侵害や違反行為があった場合は、ＦＥＩ裁定機

関が課す諸条件に従い、出場停止処分が適切である。事例によっては規約、一般規程あるいはスポ

ーツ規程に基づいて、自動的に出場停止処分となる場合もある。 
５．１ 出場停止処分は明示された期間中効力をもち、この間は当該処分を受けた人物、馬あるい

は団体は、選手、競技馬あるいは役員として競技または競技会に参加することができず、ＦＥＩが

管轄する競技会、あるいは規約第３７条に従ってＮＦが管轄する競技会の運営や参与もできない。 
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５．２ 出場停止処分の発効時を決定する際には、正当な科罰を執行するよう、適正な管轄団体が

違反の重大性を斟酌しなければならない。 
６． 
６．１ 上記３～５項に矛盾することがあっても、「馬アンチ・ドーピングおよび薬物規制規程」

（ＥＡＤＭＣＲ）条項に反する事例については、ＥＡＤＭＣＲに定める科罰を適用する。 
 
６．２ いかなる形態における馬の虐待（肢たたき、四肢の過敏化、あるいは脱感作、禁止されて

いる調教方法など）も、１５，０００スイスフランを上限とする罰金と／あるいは３ヶ月から終身

の出場停止処分が科される。 
 
６．３ 競技会役員または競技会に関わる第三者（他の選手、ジャーナリスト、観客など）に対す

る不穏当な行動には、２００～１０，０００スイスフランの罰金と／あるいは３～１２ヶ月の出場

停止処分が科される。 
 
６．４ いかなる種類の不正、暴力、また競技会に適用される国内法で犯罪行為と定義される行動

には、１，０００～１５，０００スイスフランの罰金と／あるいは１ヶ月から終身の出場停止処分

が科される。 
 
７．上記６．２項と６．３項に記載した違反で、それほど重大な性格のものではない場合と／ある

いはスポーツ規程に定める事例について： 
７．１ 法務制度に定める手順をとらず、競技場審判団長、上訴委員長およびチーフ・スチュワー

ドが馬の管理責任者にイエロー警告カードを手渡すか、あるいは他の適切な方法で発行する。 
 
７．２ 同じ馬の管理責任者が、 最初にイエロー警告カードを発行された時点から１年以内に、

同じ競技会あるいは他の国際競技会でもう一度イエロー警告カードを受け取った場合、この馬の管

理責任者はその出場している競技会終了直後から自動的に２ヶ月間の競技出場停止処分を受ける。

事務総長は、この馬の管理責任者に対して出場停止処分を通告する責務を負う。 
 
８．場合により罰金と出場停止処分、失格が組み合わされた科罰となることもある。罰金額と出場

停止期間は前記６項のガイドラインと状況に鑑みて決定する。 
 
９．法務制度に則って科された罰金は、すべてＦＥＩに支払われるものとする。組織委員会やその

他の団体に支払うのではなく、請求を受けた段階でＦＥＩへ支払わなければならない。支払いの請

求を受けてから３０日以内に罰金を支払わなかった者は、罰金の支払いが完了するまで自動的に出

場停止処分となる。不注意により罰金が組織委員会、あるいは他の何れかの人物に支払われた場合

は、ＦＥＩへ送金しなければならない。 
 
１０．ＦＥＩ裁定機関の決定により、敗訴した当事者に対して、ＦＥＩが司法手続きに要した経費

として５００～７，５００スイスフランを科す場合がある。更に公聴会の開催により、あるいは審

理が過度に長引いた場合、またはその他の予期せぬ事由によりＦＥＩの支払う審理経費が増加した

場合は、当事者に対して更に１０，０００スイスフランを上限として経費支払いが命じられること

もある。公正さを期して、公聴会がその他の公聴会やＦＥＩ裁定機関の運営会合と兼ね合わせで行

われる場合のＦＥＩ負担経費は、個別に計算されるものとする。 
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付則Ａ－定 義 

馬に対する虐待行為：次に挙げる何れの行為も含めて、またこれに限定することなく、馬に対して

痛みや不必要な不快感を起こさせたり、起こすと思われる行為、あるいは不作為をいう： 
 馬を過度に鞭で打ったり、たたくこと； 
 馬に対して何らかの電気ショック装置を使用すること； 
 過度に、または執拗に拍車を使用すること； 
 銜、あるいはその他の器具で馬の口を突く行為； 
 疲労している馬や、跛行している馬、負傷している馬で競技に出場すること； 
 馬の「肢たたき」をすること； 
 馬体のいかなる部分であれ、神経を過敏にする処置を取ること、あるいは脱感作すること； 
 十分な飼料や飲水を与えなかったり、あるいは運動もしない状態で馬を放置すること ； 
 障害を落下させた時に馬に過剰な痛みを与える装置や器具を使用すること。 

選手：ＦＥＩ競技会に出場している者。これにはライダー、調馬索手、ヴォルターも含まれるが、

これに限定されない。 
海外在住の選手：１年のうち６ヶ月を超えて１ヶ国の外国（ホスト国）で過ごしている選手 
カテゴリー：選手の一集団であり、彼らを対象に競技会や競技が開催される。 
選手権大会（ＣＨ）：どの競技種目についても、明確な地理的区分けによる地域の選手を対象とし

てＮＦが主催する競技会。第１０４条を参照。 
チルドレン：１２歳に達する年から１４歳になる年の終りまで、チルドレン対象のＦＥＩ競技に出

場できる選手 
競技：成績に応じて選手に順位が与えられ、賞が授与される個々のクラスをいう。 
総合馬術競技会（ＣＣ）：総合馬術競技種目に限定して競技を行う競技会 
馬車競技会（ＣＡ）：馬車競技種目に限定して競技を行う競技会 
エンデュランス競技会（ＣＥ）：エンデュランス競技種目に限定して競技を行う競技会 
馬場馬術競技会（ＣＤ）：馬場馬術競技種目に限定して競技を行う競技会 
レイニング競技会（ＣＲ）：レイニング競技種目に限定して競技を行う競技会 
障害馬術競技会（ＣＳ）：障害馬術競技種目に限定して競技を行う競技会 
軽乗競技会（ＣＶ）：軽乗競技に限定して競技を行う競技会 
国際ホース・トライアル（ＣＩＣ）：国際ワンデイ競技に限定して競技を行う競技会 
国際競技会（ＣＩ）：あらゆる競技種目の国際競技会。第１０２条を参照。 
マイナー国際競技会（ＣＩＭ）：マイナー国際競技会。付則Ｅを参照。 
公認国際競技会（ＣＩＯ）：あらゆる競技種目の国際競技会。第１０３条を参照。 
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選手権大会（ＣＨ）：複数の競技種目にて競技を行う競技会 
国内競技会（ＣＮ）：あらゆる競技種目の国内競技会 
パラ-エクェストリアン競技会（ＣＰＥ）：障害をもつ馬術選手に出場を限定した競技を行う競技

会 
競技種目：馬場馬術、障害馬術、総合馬術、馬車、エンデュランス、軽乗、レイニング、パラ-エ
クェストリアンなど、総会で承認された馬術競技種目 
競技会：「ショウ」、「選手権大会」、「大会（オリンピック大会を含む）」など、競技を一括り

としたもの。１種目あるいは２種目以上で競技会を開催することができる。 
ＦＥＩ認証カード：ＦＥＩ承認のナショナル・パスポートに伴う付属文書で、（ＦＥＩパスポート

がない場合は）外国で行われる国内競技会（ＣＮ）あるいはマイナー国際競技会（ＣＩＭ）（付則

Ｅを参照）の競技に参加申込をしたすべての馬（一般規程の第１３９条２を参照）、また開催地が

自国であるか外国かを問わず国際競技会（ＣＩ）、公認国際競技会（ＣＩＯ）、ＦＥＩ選手権大会、

地域大会、オリンピック大会、パラリンピック大会に参加申込をした馬についてはすべて、これを

携行しなければならない。 
馬：別段の解釈が必要な場合を除き、ポニーあるいは他の馬属も指す。馬は牝馬より出生するもの

とする。 
ジュニア：１４歳に達する年から１８歳になる年の終りまで、ジュニア対象のＦＥＩ競技に出場で

きる選手 
借受人：貸し手から財産（馬など）の使用権と所有権を借り受けた人物あるいは団体 
役員：ＦＥＩ競技会にて特定の任務を遂行するために、ＦＥＩあるいは組織委員会と／あるいはＮ

Ｆにより任命された人物 
主催者あるいは組織委員会（ＯＣ）：ＮＦから承認され、競技会運営の責任を負う組織、グループ、

社会、団体、あるいは人物 
馬の所有者：一頭あるいは複数の馬について、そのすべてか一部を資産権益として所有する人物あ

るいは団体 
競技会開催期間：該当する競技種目のスポーツ規程に別段の定めがない限り、最初のホース・イン

スペクション開始１時間前から競技種目ごとに、その最終結果発表後３０分までとする。 
オリンピック大会での競技会開催期間は、国際オリンピック委員会（ＩＯＣ）が定めたオリンピッ

ク大会のための一時滞在期間に呼応する。 
パラリンピック大会での競技会開催期間は、国際パラリンピック委員会（ＩＰＣ）が定めたパラリ

ンピック大会のための一時滞在期間に呼応する。 
段階、区間（フェーズ）：同一競技会における１競技の中の区分けを意味し、各々の成績を総合し

て最終順位が決定する。 
ポニーライダー：障害馬術、総合馬術、馬場馬術において、１２歳に達する年から１６歳になる年

の終りまで、ポニーライダー対象のＦＥＩ競技に出場できる選手 
走行（ラウンド）：単一競技の一部として、同一あるいは類似するコースを２回以上繰り返す場合

のコース一巡を指す。 
シリーズ：異なる競技会で連続的に行われる一連の国際競技であり、それらの成績によって最終順

位が決定するか、あるいは馬と／あるいは選手に決勝大会もしくは競技への出場資格を与えるか、

または賞の授与対象となるものを指す。いかなるシリーズも理事会と関連ＮＦの承認が必要である。 
スポーツ規程：規約に定める通り、馬術競技種目に関わる規程、獣医規程、馬アンチ・ドーピング

および薬物規制規程、ヒューマン・アスリートを対象とするアンチ・ドーピング規程、オリンピッ 
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ク規程、パラリンピック規程が含まれるが、これに限定するものではない。 
ヤングライダー：１６歳に達する年から２１歳になる年の終りまで、ヤングライダー対象のＦＥＩ

競技に出場できる選手 
 
一般規程で頭文字を大文字で記載したその他の用語は、規約に定義するものである。 
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付則Ｂ オリンピック憲章：第４１条と同付属細則４１                    

２００７年７月７日より施行 
 
規則第４１条 参加資格条項 
オリンピック大会への参加資格を得るには、選手を始めコーチ、トレーナー、その他チーム役員が、

オリンピック憲章およびＩＯＣが是認した当該国際スポーツ連盟（ＩＦ）の規程を遵守しなければ

ならず、また選手、コーチ、トレーナー、その他チーム役員の参加申込は所属のＮＯＣが行わなけ

ればならない。上記人物はとりわけ以下のような人物でなければならない： 
 フェアプレイの精神と非暴力を尊び、しかるべく行動し；そして 
 あらゆる面で世界アンチ・ドーピング規約を尊び、これを遵守する。 

 
規則第４１条の付属細則 
１．各国際スポーツ連盟（ＩＦ）はオリンピック憲章に基づき、各々のスポーツ独自の出場資格基

準を設ける。かかる基準はＩＯＣ常任理事会に提出し、承認を受けなければならない。 
 
２．出場資格基準の適用については、各々の責任分野においてＩＦ、加盟ＮＦ、各ＮＯＣに任され

る。 
 
３．ＩＯＣ常任理事会が認めた場合を除き、オリンピック大会へ参加する選手、コーチ、トレーナ

ー、その他役員は、オリンピック大会の期間を通して本人自身あるいはその氏名、写真、スポーツ

演技が宣伝目的に使用されるのを認めてはならない。 
  
４．オリンピック大会への選手の参加申込や参加を、いかなる金銭上の約因による条件付きとして

はならない。 
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付則Ｃ 能力証明書 

「成績記録」を添えて、遅くとも下記の期日までにＦＥＩへ返送すること： 
 
ＦＥＩ世界選手権大会については、指名参加申込の期日まで。 
オリンピック大会については、大会への指名参加申込の期日まで（ＦＥＩオリンピック規程を参照）。 
 
下記に署名する私、          馬術連盟会長は、下記の選手と馬、および人馬コンビネ

ーションが参加申込を行ったオリンピック大会の馬術競技／ＦＥＩ世界選手権大会の参加に必要

な経験と資格を有し、その技能はスポーツ規程に定める基準に完全に適合していることを宣言する

ものである。 
 

資格のある人馬コンビネーション 

選手：姓名 馬：馬名とパスポート番号 

（ＦＥＩ選手権大会に派遣を認められて

いる選手数と馬の頭数の２倍以内） 
（年齢、毛色、性別、血統台帳登録番号、 
 わかれば父母の名前） 

 
日付： 
 
ＮＦ会長の氏名と署名（氏名は大文字で記すこと） 
 
ＮＦ印 
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付則Ｄ 第１０８条 選手権大会一覧表 
競技種目 夏季オリンピック開催年 夏季オリンピック開催年＋１ 夏季オリンピック開催年＋２ 夏季オリンピック開催年＋３ 
障害馬術競技 オリンピック 

個人とチーム 
大陸 
個人とチーム 

世界馬術選手権大会（ＷＥＧ） 
個人とチーム 

大陸 
個人とチーム 

総合馬術競技 オリンピック 
個人とチーム 

大陸 
個人とチーム 

世界馬術選手権大会（ＷＥＧ） 
個人とチーム  

大陸 
（オープン）個人とチーム 

馬場馬術競技 オリンピック 
個人とチーム 

大陸 
個人とチーム 

世界馬術選手権大会（ＷＥＧ） 
個人とチーム  

大陸  
個人とチーム 

馬車競技 世界 
４頭立て 
個人とチーム 
シングル：個人とチーム 

世界  
－パリ 
個人とチーム 
世界  
複数立てポニー：個人とチーム 

世界馬術選手権大会（ＷＥＧ） 
４頭立て 
個人とチーム 
世界  
シングル：個人とチーム 

世界 
－パリ 
個人とチーム 
世界 
複数立てポニー：個人とチーム 

エンデュランス

競技 
世界 
個人とチーム 

大陸  
オープン－個人とチーム 

世界馬術選手権大会（ＷＥＧ） 
個人とチーム 

大陸 
オープン－個人とチーム 

レイニング競技 世界 
個人とチーム 

大陸  
オープン－個人とチーム 

世界馬術選手権大会（ＷＥＧ） 
個人とチーム 

大陸 
オープン－個人とチーム 

軽乗競技 世界 
個人とチーム 

大陸 
オープン－個人とチーム 

世界馬術選手権大会（ＷＥＧ） 
個人とチーム 

大陸 
オープン－個人とチーム 

ヤングライダー 大陸 
（障害、総合、馬場、エンデュ

ランス、レイニング） 
個人とチーム 

大陸 
（障害、総合、馬場、エンデュ

ランス、レイニング） 
個人とチーム 

大陸 
（障害、総合、馬場、エンデュ

ランス、レイニング） 
個人とチーム 

世界 
（エンデュランス） 
大陸 
（障害、総合、馬場、エンデュラ

ンス、レイニング）個人とチーム 
ジュニア 大陸 

（障害、総合、馬場、エンデュランス、軽乗）個人とチーム 
チルドレン 世界決勝 

毎年（障害）、個人 
大陸 
毎年（障害、馬場） 

 
 

ポニーライダー 大陸 
毎年（障害、総合、馬場）、個人とチーム 

パラ-エクェスト

リアン競技会 
パラリンピック大会：オリンピック開催年；世界選手権大会：奇数年；大陸選手権大会：４年に２回、あるいはパラりンピック大会と次の

パラリンピック大会の間に少なくとも１回 
一般規程、第２３版、２００９年１月１日発効



 

付則Ｅ マイナー国際競技会（ＣＩＭ） 
 

競技種目：  
障害馬術競技（シニア）  １*と２*（ワンスターとツースター） 
障害馬術競技（ヤングライダー、 
ジュニア、ポニーライダー、チルドレ

ン、ベテラン） 

 
カテゴリーＢ 

総合馬術競技 １*と２*（ワンスターとツースター） 
馬場馬術競技 １*と２*（ワンスターとツースター） 
馬場馬術競技（ヤングライダー、 
ジュニア、ポニーライダー、チルドレ

ン、ベテラン） 

 

馬車競技 カテゴリーＢ 
エンデュランス競技 １*（ワンスター） 
軽乗競技 １*（ワンスター） 
レイニング競技 １*と２*（ワンスターとツースター） 
パラ-エクェストリアン競技 ＣＰＥＤ１*と２*（ワンスターとツースタ

ー）、ＣＰＥＤＩＭ 
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